
昭
和
五
十
三
年
度
日
本
山
岳
会
総
会
開
催
一

日
時1事
と
し

て
片
岡
博
氏
が

選
一福
山
刊
十
円
一
尚
一
一
一
一

M
M
U
れ
妻

予
算
案
な
ど
承
認

(
在
籍
会
員
数
三
三O

一、
出
席
一
四

一
を
議
長
選
出
し

て
議
案
の
審
議
に
入

二
八
H

内
委
任
一
三
O
九
三
一
っ
た
。

*

一
ま
ず
、

宮
下

(
秀
)
理
事
か
ら
第
一

総
会
は
宮
下
(
秀
)
常
務
理
事
の
司
一
号
議
案
の
中
の昭
和
五
十
二
年
度
の
事

会
に
よ
り
、

西
堀
会
長
か
ら
昨
年
の
山

一
業
報
告
が
行
われ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と

岳
会
活
動
、

と
く
に
ル
|

ム
購
入
に
当
一
五
十
二
年
度
は
集
会
を
は
じ
め
各
種
の

っ
て
の
会
員
各
位
の
ご
支
援
、

ご
協
力

一行
事
が
数
多
く
行
わ
れ
た
が、
特
に
国

を
感
謝
す
る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の

一際
的
な
活
動
と
し
て
、

U
I

A
A

総
会

あ
と
、

会
員
の
移
動
の
説
明
が
行
わ
れ
一
(
メキ
シ
コ

)
へ
吉
沢
一
郎
氏
が
出
席

、

た
。
名
誉
会
員
一
一
名
、

永
年
会
員
三

一
ま
た
、

日
本
体
育
友
好
代
表
団
の
一
員

O
名
、

終
身
会
員
六
O
名
、

通
常
会
員
一
と
し
て
西
堀
会
長
が
中
国
を
訪
問
す
る

三
二
九
O
名
で
(
三
月
三

十

一
日
現

一
な
ど
と

い
う
こ
と

が
あ
っ
た
。

在
)、

五
十
二
年
度
の
新
入
会
員

一
四

←
ま
た
、

昨
年
度
収
支
決
算
並
び
に
財

一
名、

復
活
会
員
六
名

、

退
会
一
八
名

、

一
産
目
録
に
つ
い
て
は
山
本
(
健
)
担
当

物
故
者
二
ハ
名
、

除
籍
者
は
九
七
名
と

一理
事
よ
り
、

「
基
本
的
に
は
予
算
通
り

な
っ
て
い
る
。
一
の

決
算
が
行
わ
れ
た
。
し

か
し
昨
年
は

つ
い
で
物
故
者
、

近
藤
芳
春
、

中
原

一
ル
ー

ル
基
金
、

覆
刻
山
岳
名
著
、

山
岳

芳
次
郎
、

加
納
一
郎
、

斎
藤
直
一
、

保
一
二
年
分
同
時
発
行
関
係
な
ど
の
三
つ
の

泉
利
喜
之
助
、

川
崎
吉
蔵

、

岡
本
俊
二

彦
、

伊
藤
弥
十
郎
、

三
好
勝
彦
、

安
川

二

茂
雄
、

小
山
千
万
樹
、

山
口
節
郎
、

中
二

野
征
紀
、

深
田
志
げ
こ

の
一
四
氏
の
冥
二

定価一部 150円
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総会での西堀会長(右〉と折井副会長

事
業
計
画
、

新
監
事
に
片
岡
博
氏

日
本
山
岳
会
昭
和
五
十

三
年
度
通
常

一
二
十
五
号
の
私
学
会
館
七
階
ホ
l

ル
で

総
会
は
五
月
十
二
日
午
後
六
時
か
ら
、

一開
催
さ
れ
、

昭
和
五
十
三
年
度
事
業
計

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目二
番
一
画
案
や
予
算
案
な
ど

が
承
認
さ
れ
る
と

山

'日本山岳会事務取扱時間
月 ， 火， 木，土曜 10時-20待
水， 金曜 日時-20時
日曜 ・ 祭日は休み

炉図書室開設時間
日曜 ・ 祭日 ・ 月曜を除く毎 日

13時-20時

特
殊
事
情
か
ら
予
算
よ
り
決
算
面
が

約

九
O
O
O
万
円
ほ

ど
ふ
く
ら

ん

で
い

る
」

と
い
う
主
旨
の
説
明
が
あ
り
、

い

ず
れ
も

拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

(
飯
野
監
事、
監
査
報
告
)

第
二
号
議
案
は
昭
和
五
十
三
年
度
事

業
計
画
(
案
)
お
よ
び
収
支
予
算
(
案
)

で
あ
る
が
、

こ
れ
も
第
一
号
議
案
と
同

じ
く
宮
下
、

山
本
両
担
当
理
事
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、

昭
和
五
十
三
年
度
の
事
業
計

画
(
案
)
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り

で
あ
る
。

集
会
は
報
告
会
、

講
習
会
、

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
ほ
ぼ
例
年
通
り
二
十
回
程

度
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
本

年
度
の
ウ

エ
ス
ト

ン
祭
は
六
月
四
日

上

高
地
で
、

年
次
晩
餐
会
は
十
二
月
二
日

(
場所
未
定
)
と
そ
れ
ぞ
れ
決
定し
た
。

ま
た
、

本
年
度
は
シ
エ
ラ
ク
ラ
ブ
会
員

の
来
日
に
伴
う
登
山
支
流
や
、

八
月
に

は
ド
イ
ツ
山

岳
連
盟
、

中
国
登
山
界
と

の
交
流
、

日
ネ
協
会
へ
の
協
力
な
ど
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、

出
版
関
係
で
は
『
新

選
・

覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
』
『
登
山
』

(
入
門
書
)
「
ヒマ
ラ
ヤ
研
究
』

な
ど
の

企
画
・

編
集
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、

予
算
関
係
に
つ
い
て
は
、

物

価
の
値
上
り
程
度
、

す
な
わ
ち
基
本
的

に
は
前
年
並
み
が
計
上
さ
れ
、

以
上
、

両
案
と
も
拍
手
を
も

っ
て

承
認
さ
れ

た
。

( 1 ) 



却
一

今
年
度
の
役
員
交
替
に
つ
い
て
は
監

ト
一
事
二
名
の
選
任
が
行
わ
れ
た
。
村
山
雅

ト
一
美
氏
は
再
任
、

飯
野
亨
氏
は
退
任
、

代

間
一
っ
て
片
岡
博
氏
が
新
任
、

そ
れ
ぞ
れ
承

件
一認
さ
れ
、

折
井
副
会
長
に
よ
っ
て
新
任

3

一
の
片
岡
氏
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

山
一

第
四
号
議
案
は
九
七
名
の
除
籍
者
に

河
一
つ
い
て
の
承
認
。
第
五
号
議
案
は
本
総

瑚
一
会
の
議
事
録
署
名
人
の
件
で、

こ
れ
は

欄
一事
務
局
の
提
示
通
り
、
山

崎
安
治
、

浜

促
一野
正
男
の
両
氏
が
承
認
さ
れ
た
。

(

固

な
お
、

本
総
会
に
お
い
て
は、
除
籍

者
の
取
扱
い
、

と
く
に
ニ
0
0
0
番
代

三
十
年
以
上
の
会
員
の
除
籍
に
つ
い
て

は
も
っ
と
慎
重
に
、

と
い
う
提
案
、

山

岳
気
象
放
送
の
再
開
に
つ
い
て
関
係
者

か
ら
報
告
な
ど
も
あ
っ
た
。

以
上
の
ご
と
く
総
会
は
無
事
終
了
し

た
が
、

そ
の
後
、

同
ホ
ー

ル
に
お
い
て

懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
懇
親
会
は
今
西

前
会
長
の
乾
杯
に
よ
り
始
ま
り
、

新
ル

ー
ム
の
看
板
な
ど
の
披
露
が
行
わ
れ
、

午
後
八
時
三
十
分
、

盛
会
裡
に
解
散
し

た
。

〈小
倉
庫
)

昭
和
白
年
度
事
業
報
告
、

同
年
度
収

支
決
算
書
そ
の
他
は
7

ペ
ー

ジ
以
降
に

収
録
。

*

昭
和
田
年
度
通
常
総
会
出
席
者

(
順
不
同・
敬
称
略
)

金
山
淳
二
、
名
児
耶
達
男
、
折
井健
一
、

山
本
健
一
郎
、
宮
下
秀
樹
、
高
遠
宏

、

小
林
猛
臣
、
尾
上
昇
、

藤
沢
乙
三
、

外
山
義
夫
、

谷
口
現
士
口、
川
又
恒
一
、

勝
田
房
治
、

演
回
一
馬
、

佐
藤
テ
ル
、

山
本
朋
三
郎
、
片
岡
博
、
中
村
純
二
、

河
村
憲
二

、

上
仮
屋
正
和
、
今
西
錦
司、

し
ぎ

み
つ

の
り

鴫

満
則

連
日
の
吹
雪
が
お
さ
ま
り
、

三
月
も

一
を
登
っ
て
行
き
、

途
中
か
ら
ヘ
ル
ン
リ

初
旬
に
な
っ
て
や
っ
と
待
ち
に
待
っ
た

一
尾
根
へ
取
付
く
と
、
ラ
ッ
セ

ル
は
腰
ま

好
天
が
訪
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
私
達

一
で
あ
り
、

急
な
登
り
の
た
め
も
あ
っ
て

は
こ
の
時
の
た
め
に
実
に
一
ヵ
月
以
上

一
い
っ
こ
う

に
は
か
ど
ら

な
い
。
そ
れ
で

も
山
麓
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
天
候
待
ち
一
も
ど
う
や
ら
尾
根
ま
で
這
い
上
る
と
ラ

を
強
い
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
問
三

一
ッ
セ
ル
は
大
部
楽
に
な
っ
た
。
今
は
も

度
ほ
ど
北
壁
へ
の
取
付
と
な
る
ヘ
ル
ン

一
う
通
い
な
れ
た
尾
根
道
を
ヒ
ュ
ッ
テ
ま

リ
ヒ
ュ
ッ
テ
へ
上
っ
た
の
で
あ
る
が
、

一
で
登
る
。
ヒ
ュ
ッ
テ
に
は
数
日
前
か
ら

い
ず
れ
も
天
気
が
悪
か
っ
た
り、

雪
の

一
待
機
し
て
い
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
女
性
パ
l

一

*

状
態
が
よ
く
な
か
っ
た
り
で
敗
退
を
よ

一
テ
ィ
の
四
人
が
い
た
。
リ
ー

ダ
ー

の
ワ

ぎ
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
ン
ダ
・

リ
ト
キ
エ
ピ
ッ
ツ
は
も
の
す
ご

三
月
六
日
(
晴
)

一
い
山
歴
の
持主
で
あ
る
が
、

や
は
り
冬

朝
九
時
の
ケ
ー

ブ
ル
で
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

一
の
北
壁
の
登
馨
に
賭
け
て
い
る
の
だ
。

ツ
・

ゼ
l

に
む
か
う
。
周
り
は
ス
キ
l

一

小
屋
に
デ
ポ
す
る
も
の
な
ど
の
パ
ッ

ャ
ー

ば
か
り
で
皆
珍
し
そ
う
に
私
達
を

一
キ
ン
グ
を
済
ま
せ
早
目
に
シ
ュ
ラ
フ
に

ジ
ロ
ジ
ロ
と
眺
め
る
。
ス
キ

l

コ
l

ス
一
入
る
。

マ
ッ
タ
l

ホ
ル
ン
北
壁
(一
九
七
八
年
三
月

)

|
|
あ
る
夫
婦
の
記
録
|
|

渡
辺
正
臣
、

久
保
一
陽
、

字
津
力
雄
、

一
飯
野
亨
、

児
玉
茂

、

中
川
武

、

横
田
春
雄

、

矢
田
城
太
郎
、
飯
田
隆
治
郎
、一富田
美
知
子
、
石
田
稔
郎

、

小
林
政
志
、

鈴
木
郭
之
、

演
野
吉
生
、

太
田
敬

、

一
網
蔵
志
朗、
大
野
俊
夫
、

菅
野
弘
章
、

田
村
俊
介
、

宮
下
喜
一
、

武
田
満
子
、

一
千
葉
孝
義

、

斎
藤
可
津
ら
、
星
野
重
、

国
見
利
夫
、
伏
見
紀
子
、

保
坂
隆
司
、

一
川
喜
回
二
郎
、
中
西
章
、
北
島
光
子

、

島
問
巽

、

吉
武
正
子
、
近
藤
信
行
、

一
新
井
正
吉、
大
塚
博
美
、

入
沢
郁
夫
、

進
藤
波
男
、

織
内
信
彦
、

関
口
周
也
、

一錦
織
保
清
、

小
林
重
一
、

千
葉
重
美
、

松
本
熊
次
郎
、
岩
瀬
治
、
神
原
忠
夫
二
北
博

正
、

沼
倉
憲
二
郎
、
成
瀬
岩
雄
、

渡
辺
公
平
、

望
月
達
夫
、

答
見
愛
子
、

一秋
山
宏
明
、

大
木
淑
子
、
川
上
和
子
、

山
崎
安
治

、

春
田
俊
郎

、

西
堀
栄
三
郎

、

一
佐
藤
敏
彦、
中
島
信
一
、

西
村
一
夫
、

山
川

力
、

小
原
晴
子
、

吉
沢
一
郎
、

一
黒
石
恒
、

岸
栄

、

橋
本
清

、

今
西
寿
雄
、

堀
田
弥
一
、

浜
野
正
男
、

一
川
崎
達
夫

、

宇
田
川
芳
伸
、
佐
々
保
雄

、

松
井
辰
捕
、

佐
藤
裕

、

小
倉
厚

、

一牧
野
内
昭
武
、

森
川
洋
佑

蒲
生
明
登
、

字
野
佐

、

中
河
与
一
、

一

三
月
七
日
(
情
)
三
月
八
日

(
晴
後
金
)

二
時
半
起
床
。
温
度
は
小
屋
の
中
で
一
風
は
強
い
が
天
気
は
よ
い
。
八
時
よ

一

マ
イ
ナ
ス
一
度
だ
。
朝
食
を
簡
単
に
と
一
り
登
撃
を
開
始
す
る
。
岩
と
氷
の
ク
l

一

り

、
四
時
に
小
屋
を
出
て
、

北
壁
へ
の
一
ロ
ア
ー
ル
は
傾
斜
も
き
つ
く
、

ベ
ル
グ

一

入
口
で
ザ
イ
ル
を
結
ぶ
。
一
ラ
を
た
た
き
お
と
し
た
り
す
る
の
で
時

一

ス
ノ
l

シ
ャ
ワ
ー

の
ひ
っ
き
り
な
し
一
間
を
く
う
。
四
ピ
ッ
チ
ほ
ど
登
っ
た
と

一

に
落
ち
て
く
る
「
氷
河
の
段
」
を
登
り
一
こ
ろ
で、
今
朝
取
付
い
た
山
学
同
志
会

一

き
っ
た
頃
、

よ
う
や
く
空
が
明
る
く
な
一
パ
ー
テ
ィ
が
追
い
つ
い
て
き
た
。
三
人

一

り
は
じ
め
る
。
一
パ
ー
テ
ィ
で
あ
る
が
彼
等
は
全
く
速

一

北
壁
の
基
部
で
ポ
ー

ラ
ン
ド
パ
l

テ
一
ぃ
。
私
達
を
追
い
越
し
て
ク
l

ロ
ア
l

一

ィ
に
追
い
つ
く
。
彼
女
達
の
後
か
ら
登
一
ル
の
出
口
へ
と
登
っ
て
い
っ
た
。
ポl

一

り
出
し
た
が
途
中
で
追
い
抜
き
、

コ
ン

一
ラ
ン
ド
・

パ
ー

テ
ィ
は
私
た
ち
よ
り
一

一

テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
で
登
る
。
「
登
り
の
氷
一
0
0
メ
ー
ト

ル
下
に
い
る
が
、

パ
ッ
ク

一

壁
」
は
氷
壁
ど
こ
ろ
か
膝
ま
で
の
ラ
ッ
一
ア
ッ
プ
し
て
い
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
す

一

セ
ル
で
あ
り
、

下
が
硬
い
氷
の
た
め
に
一
ぐ
そ
ば
ま
で
や
っ
て
く
る
。
そ
の
た
び

一

ト

ラ
パ
l

ス
す
る
と
い
ま
に
も
雪
崩
れ
一
に
彼
女
達
は
手
を
振
っ
て
い
る
。

昨
日

一

そ
う
だ
。
一
歩
一
歩
し
っ

か
り
と
蹴
こ
一
も
三
回
や
っ
て
き
た
。
今
日
も
こ
れ
で

一

み
、

踏
み
固
め
な
が
ら
登
っ
て
い
く
う
一
三
回
目

、

こ
れ
で
は
ま
る
で
ヘ
リ
公
害

一
川

ち
に
次
第
に
氷
墜
に
な
っ
て
き
た
。
ス
一
で
あ
る
。

一

タ
カ
ッ
ト
に
切
り
替
え
、
一
O
O
メ
l

一
天
気
は
崩
れ
は
じ
め
雪
が
降
り

出
し

一

ト
ル
ほ
ど
の
ト
ラ
パ
l

ス
を
お
こ
な
一
た
。
ク

l

ロ
ア
i

ル
の
出
口
で
は
上
部

一

ぅ
。
打
ち
込
み
式
の
ア
イ
ス
p
l

ケ
ン
一
か
ら
の
ス
ノ
l

シ
ャ
ワ
ー
が
激
し
く

、
一

は
よ
く
効
い
て
気
持
が
よ
い
。
途
中
の

一
そ
の
い
き
お
い
で
壁
か
ら
た
た
き
落
さ

一

山
石
稜
を
越
え、
ふ
た
た
び
八
O
メ
l

ト

一
れ
そ
う
だ
。
妻
は
風
圧
で
フー
ド
が
は

一

ル
の
氷
壁
の
ト
ラ
パ
l

ス
を
し
、

岩
場
一
が
さ
れ
て
、

首
す
じ
に
雪
が
入
り
、

ま

一

を
登
っ
て
や
っ
と
ク
i

ロ
ア
ー
ル
の
入
一
っ
か
に
な
り
、

襟
元
は
凍
り
つ
い
て
パ

一

口

に
着
い
た
。

一
リ
パ
リ
に
な
っ
た
。

一

一
七
時
。
ま
だ
行
動
出
来
る
が
こ
の一
ク
|
ロ

ア
ー
ル
を
抜
け
出
し
た
の
が

一

先
に
は
よ
い
ピ
ヴ
ァ
l

ク
地
が
な
い
と
一
一
六
時
。
そ
こ
に
は
よ
い
ピ
ヴ7
1

ク

一

恩
わ
れ
る
の
で

こ
こ
で
ビ
グ
ァ
l

ク
と

一
サ
イ
ト
が
あ
っ
た
が
、

ま
だ
時
間
が
早

一

決
め
る
。

一
い
の
と
明
日
の
天
気
が
心
配
な
の
で
今

一

雪
壁
を
切
り
崩
し
て
ど
う
や
ら
二
人
一
日
中
に
頂
上
岩
壁
へ
抜
け
出
る
ト
ラ
パ

一

が
座
れ
る
場
所
を
作
っ
た
頃、
ポ
l

ラ

一!
ス
を

終
え
て
お
き
た
い
と
思
い
、

行

一

ン
ド

・

パ
ー
テ
ィ
が
上
っ
て
き
た
の
で
一
動
を
続
け
る
。

一

狭
い
場
所
に
六
人
が
ピ
ヴ
ァ
1

ク
す
る

一

ス
ラ
プ
を
お
お
っ
て
い
る
い
や
ら

し
一

破
目
に
な
っ
た
。
い
雪
と
氷
の
斜
面
を
ト
ラ

パ
l

ス
す
る

一
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が
、

思
っ
た
よ
り
も
悪
く
、

ヘ
ッ
ド
ラ

ン
プ
を
頼
り
に
切
れ
お
ち
た
側
壁
に
た

ど
り

つ
い
た
時
に
は
も
う
す
で
に
夜
の

九
時
半
で
あ
っ
た
。
一
人
が
何
と
か
立

て
そ
う
な
ス
タ
ン
ス
が
今
夜
の
私
達
の

ピ
ヴ
ァ
l

ク
地
と
な
っ
た
。

ど
う
や
ら

ツ
ェ
ル
ト
は
か
ぶ
っ
た
も
の
の
立
っ
た

ま
ま
で
あ
る
。
限
る
事
も
出
来
ず
、

物

を
落
さ
ぬ
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
ど
う
や
ら
紅
茶
を
沸
か
す
。

チ

ュ
ー
ブ
入
り
ミ
ル
ク
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

、

干
果
実
な
ど
食
べ
な
が
ら、
と
り
と
め

の
な
い
話
を
し
て
長
い
夜
に
耐
え
る
。

ポ
ー

ラ
ン
ド

・

パ
ー

テ
ィ
は
ク
l

ロ

ア

ー
ル
を
抜
け
出
た
地
点
で
ピ
グ
ァ
l

ク

し
て

い
る
。

夜
半
よ
り
風
は
激
し
く
吹
き
荒
れ
て

ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
す
さ
ま
じ
い
音
が
す
る
。

閣
の
中
に
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
灯
が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
が
こ
こ
か
ら
は
何

と
遠
い
場
所
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ほ
と

ん
ど
一
隠
も
出
来
ぬ
ま
ま
、

つ
ら
く
苦

し

い
夜
が
明
け
た
。

三
月
九
日

(
晴
)

八
時
登
畿
を
開
始
。
岩
場
を
九
0
メ

ー

ト
ル
登
り
、

や
っ
と
頂
上
岩
壁
へ
と

抜
け
出
た
。
テ
ラ
ス
で
大
休
止
の
後
、

頂
上
岩
壁
を
登
り
出
す
。
ト
ラ
パl
ス

を
開
始
し
て
い
る
ポ
ー

ラ
ン
ド

・

パ
ー

テ
ィ
は
ニ
0
0
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
下
に
小

さ
く
見
え
る
。

四
0
メ
ー

ト
ル
で
一
五
ピ
ッ
チ
ぐ
ら

い
登
っ
た
頃
、

や
っ
と
イ
タ
リ

ア
側
頂

上
の
十
字
架
が
見
え
た
。

妻
に
ト
ッ

プ

を
ゆ
ず
る
。
彼
女
は
い
つ
も
の
よ
う
に

パ
イ
ル
を
打
ち
こ
ん
で
慎
重
に
登
っ
て

山

い
っ
た
。
一
七
時
、

頂
上
に
出
る
。

風

が
強
く
写
真
を
数
枚
と
っ
た
だ
け
で
あ

る
。

妻
は
記
念
に
と
マ
フ
ラ
ー
を
十
字

架
に
結
ん
で
い
る
。
ザ
イ
ル
は
空
中
に

舞
い
、

い
ま
に
も
身
体
が
引
き
こ
ま
れ

そ
う
だ
。
ス
イ
ス
側
の
頂
上
を
過
ぎ
て

ピ
グ
ァ
l

ク
す
る

こ
と
に
す
る

。
氷
の

斜
面
に
ア
イ
ス
ハ
i

ケ
ン
を
打
ち
、

強

風
の
中
を
や
っ
と
の
思
い
で
ツ
ェ
ル
ト

を
か
ぶ
る
が
い
ま
に
も
破
け
そ
う
で
気

が
気
で
は
な
い
。
夜
に
な
っ
て
も
風
は

い
っ
こ
う
に
衰
え
な
か
っ
た
。

三
月
十
日
(
曇
)

強
風
の
中
を
八
時
よ
り
下
降
を
開
始

す
る
。
固
定
さ
れ
た
太
い
ザ
イ
ル
を
使

い
な
が
ら
肩
ま
で
降
り
た
頃
に
は
風
は

弱
ま
っ
て
き
た
が
雪
が
降
り
出
し
た
。

一
O
回
以
上
の
ア
プ
ザ
イ
レ
ン
で
ソ
ル

ベ
イ
の
避
難
小
屋
に
入
る
。
熱
い
飲
物

を
何
杯
も
飲
み
、

一
段
落
し
て
毛
布
に

く
る
ま
っ
て
寝
た
。

「
ド

ン
、

ド

ン
」
と
ド
ア
を
た
た

く
音

と
人
の
声
に
ハ
ッ
と
闘
を
さ
ま
す
。
て

っ
き
り
ポ
ー
ラ
ン
ド

・

パ
ー
テ
ィ
だ
と

思
っ
た
の
に
、

そ
れ
は
三
人
の
山
岳
救

助
隊
員
で
あ
っ
た

。
救
助
隊
は
ポ
ー
ラ

ン
ド

・

パ
ー
テ
ィ
の
救
助
の
た
め
に
ヘ

リ
コ

プ
タ
ー

で
の
頂
'
よ
か
ら
の
隊
と、

下
か
ら
登
る
隊
に
別
れ
て
行
動
し
、

彼

ら
は
ヘ
ル
ン
リ
・
ヒ
ュ
ッ

テ
か
ら
吹
雪

の
中
を
登
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

救
助

隊
員
か
ら
ポ
l

ラ
ン
、
ド
・

パ
ー

テ
ィ
の

う
ち
の
一
人
が
重
い
凍
傷
に
な
り
、

動

け
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、

頂
上
よ
り
八

0
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
下
か
ら
先
ほ
ど
全
員

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
救
助
さ
れ
た
ば
か
り

だ
と
言
う
こ
と
を
聞
い
て
私
達
は
驚
い

た
。三

月
十
一
日
(
晴
)

下
降
準
備
し
て
い
る

私
達
の
前
に
ヘ

リ
コ

プ
タ
ー

が
き
て
救
助
隊
員
達
を
小

屋
の
す
ぐ
前
か
ら
乗
せ
て
去
っ
て
行
っ

た
。
彼
等
は
一
O
分
後
に
は
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
で
コ
ー

ヒ
ー

で
も
飲
ん
で
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
の
頃
私
達
は
小
屋
か
ら

ア
プ
ザ
イ
レ
ン
し
、

四
0
メ
ー

ト
ル
下

の
岩
場
に
た
ど
り
つ
い
て
い
る
だ
け
に

す
ぎ
な
い
の
だ
。

果
て
し

な
く
長
い
下
降
が
続
き
、

ヘ

ル
ン
リ
・
ヒ
ュ
ッ
テ
に

着
い
た
の
は
七

時
間
後
の
一
六
時
で
あ
っ
た
。

三
月
十
二
日
(
晴
)

小
屋
に
デ
ポ
し
で
あ
っ
た
装
備
と
食

糧
を
加
え
る

と
ザ
ッ
ク
は
肩
に
く

い
こ

ん
だ
が
、
私
達
の
足
ど
り
は
軽

か
っ

た
。
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

で
私
達
が
泊
っ
て

い
た

「
ホ
テ
ル
パ
ン
ホ
フ
」
に
は
ス
イ

ス
国
旗
と
共
に
日
章
旗
が
か
か
げ
ら
れ

て
お
り
私
達
を
祝
福
し
て
く
れ
て

い

た
。*

ワ
ン
ダ
・

リ
ト
キ
エ
ピ
ッ
ツ
は
ポ

ー
ラ

ン
ド

女
性
登
山
界
の
開
拓
者
で
あ

り

、

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
ト
ロ
l

リ
ッ
ケ
ン

東
稜
の
女
性
初
登
、

ア
イ
ガ
ー
北
壁
メ

ス
ナ
l

ル
l

ト
第
二
登
(
女
性
だ
け
の

初
登
)
な
ど
を
お
こ
な
い
、

ガ
ッ
シ
ャ

ブ
ル
ム
E
峰
の
初
登
の
隊
長
も
つ
と
め

て
い
る
。
ノ

シ
ャ
ツ
ク
、

ピ
i

ク

・

レ

|
ニ
ン

峰
、

コ
ル
ジ
ェ
ネ
フ
ス
カ
ヤ
峰

に
登
頂
。
ポ
ー
ラ

ン
ド

・

ス
ポ
ー
ツ
相

か
ら
三
度
も
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
て
い

る
。

農大報告第三号

東京農大山岳部

東
京
農
大
の
部
報
第
三
号
が
発
行
さ

れ
た
。
第
二
号
の
出
さ
れ
た
の
が
昭
和

十
二
年
だ
か
ら
実
に
四
十
年
ぶ
り
の
発

行
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
四
十
年

に
わ
た
る
農
大
山
岳
部
の
動
き
が
、

こ

こ
に
克
明
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
、

登

山
界
に
と
っ
て
も
き
わ

め
て

喜
ば
し

、V

と
い
う
の
は
、

戦
前
か
ら
戦
後
に
か

け
て
の
農
大
山
岳
部
の
活
動
に
つ
い
て

は
、

記
録
的
な
面
で
も
是
非
知
り
た
い

も
の
が
断
片
的
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ

け
で
、

何
と
か
正
式
な
記
録
に
接
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
、

登

山
の
記
録
に
つ
い
て
こ
と
に
注
意
を
払

っ
て
い
る
小
生
に
と
っ
て
は
な

お
さ
ら

の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

冬
山
合
宿
報
告
、

海
外
遠
征
、

調
査

報
告
、

随
想
・

紀
行
、

追
悼
の
五
章
に

分
け
、

四
十
年
の
部
の
活
動
の
あ
と
が

よ
く
ま
と

め
ら

れ
て
あ
り
、

編
集
者
の

苦
心
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

冬
山

合
宿
報
告
で
は
、

北
鎌
尾
根
末
端
よ
り

槍
ヶ
岳
(
一
九
五
八l
五
九
)、

北
鎌
尾

根
よ
り
極
地
法
に
よ
る
奥
穂
高
(
一
九

六
0
1
六
一
)
、
燕
岳
よ
り
槍
ヶ
岳
(
一

九
五
二
l

五
一ニ
)、

燕
岳
か
ら
奥
穂
高

二
九
五
六
l

五
七
)
な
ど
充
実
し
た

も
の
と
並
ん
で
一
九
三
九
年
十
二
月
の

厳
冬
期
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
飛
騨
尾
根
の
記

録
も
収
め
ら
れ
て
い
て
、

小
生
は
な
つ

か
し
く
拝
読
し
た
。
そ
の
当
時
こ
の
記

録
は
「
山
小
屋
」
と
い
う
雑
誌
に
出
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
剣
岳
で
は
農
大
の

先
べ
ん
を
つ
け
た
北
仙
人
尾
根
か
ら
剣

岳
へ
の
極
地
法
登
山
の
厳
冬
期
に
お
け

る
一
九
五
五
年
1

五
六
年
の
記
録
が
公

表
さ
れ
、

ま
た
一
九
七
二
年
i

七
三
年

の
赤
谷
尾
根
か
ら
剣
岳
の
記
録も
厳
冬

期
に
お
い
て
最
初
の
も
の
と
思
う
。

こ
う
し
た
地
道
な
精
進
が
、

海
外
の

山
へ
向
う
素
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

よ

く
う
か
が
わ

れ
る
。
海
外
遠
征
で
は

一
九
六
三
年
ト
ゥ
イ
ン
ズ
、

一
九
七
一

年
シ
ッ
ク
ル
・

ム
ー

ン
な
ど
八
編
の
報

告
が
あ
り
、

ト
ゥ
イ
ン
ズ
、

シ
ッ
ク
ル

.

ム
ー

ン
の
よ
う
な
珍
し
い
山
へ
向
っ

た
意
欲
を
大
い
に
買
う
。
残
念
な
が
ら

成
功
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、

い
ず
れ
こ

れ
ら
の
山
々
か
ら
の
朗
報
に
接
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
調
査
報
告
で
は
宮
森
常

雄
氏
の
「
パ
ル
ト
ロ
谷
の
解
明
」

が
巻

末
に
付
さ
れ
た
「
パ
ル
ト
ロ
氷
河
周
辺

図
」
と
と
も
に
本
報
告
書
に
厚
み
を
加

え
て
い
る
。

O
B

織
内
信
彦
氏
が
な
げ
か
れ
て
い

る
通
り
、

誤
植
の
多
す
ぎ
る

こ
と
は
ま

( 3 ) 
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一
九
七
六
年
の
夏、

ソ
連
邦
パ
ミ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
国
際
パ
ミ
l

ル
・

キ

ャ
ン
プ
に
日
本
か
ら
十
八
名
よ
り
な
る

日
本
山
岳
会
隊
(
隊
長
原
真
)
が
参

加
し
た
。

従
来
、
七
0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の

高
峰
で
は
極
地
法
で
登
頂
を
目
ざ
す
の

が
常
識
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
最
近

の
登
山
技
術
や
装
備
の
進
歩
に
よ
り
、

七
0
0
0

メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
峰
で
も

一
部
の
登
山
家
に
よ

っ
て
速
攻
登
山
が

試
み
ら
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
ソ
連
の

登
山
家
の
聞
で
は
七
0
0
0
メ
ー
ト
ル

峰
の
速
攻
は
常
識
に
す
ら
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、

日
本
隊
も
グ
実
験
登山
d

と
し
て
、
パ
ミ
l

ル
の
七
0
0
0
メ
ー

ト
ル
峰
二
峰
に
速
攻
を
か
け
た
。

こ
と
に
残
念
で
、
正
誤
表
は
そ
え
ら
れ

て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
足
り
な
い
ほ
ど

だ
そ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
表
題
も
や
は
り

第
二
号
に
な
ら
い
、

た
だ
報
告
第
三
号

で
は
な
く

、
東
京
農
業
大
学
山
岳
部
報

告
と
し
て
ほ
し

か
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
十
月
、

東
京
農
大
山

岳
部
発
行
、

三
二
九
ペ
ー
ジ
、
非
売

品
、

希
望
者
は
東
京
都
世
田
谷
区
桜

ケ
丘
一
ノ
一
同
部
へ
申
し
込
め
ば
よ

い
。

(山
崎
安
治
〉
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中央アジアの高峯

ーパミ ー/レ速攻， 日

本山岳会隊の記録ー

編原真・田村俊介

結
果
と
し
て
、
同
隊
の
十

名
が
コ
ム
ニ
一

ズ
ム
峰
(
七
四
九
五
メ
ー
ト
ル
)
に
、

四
名
が
コ
ル
ジ
ェ
ネ
フ
ス
カ
ヤ
峰
(
七

一
O
五
メ
ー
ト

ル
)
に
登
頂
、
計
画
は

み
ご
と
成
功
し
た
。
し
か
し
そ
の
成
功

の
裏
で
、

異
常
な
眼
底
出
血
が
隊
員
の

中
で
記
録
さ
れ
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の

間
題
を
今
後
の
課
題
と
し
て
残
す
こ
と

に
な
っ
た
。

本
書
は
パ
ミ
l

ル
の
現
地
事
情
も
含

め
、

こ
の
山
塊
に
興
味
を
抱
く
登山
者

の
貴
重
な
資
料
集
で
あ
り
、

ま
た
速
攻

登
山
の
生
々
し
い
苦
闘
の
記
録
で
あ

る
。高

所
で
は
じ
め
て
日記
録
さ
れ
た
七
O

0
0
メ
ー
ト
ル
峰
登
山

で
の
限
底
出
血

の
生
々
し
い
テ
ス
ト
結
果
は
、

登
山
者

に
高
所
登
山

の
危
険
を
ま
ざ
ま
ざ
と
教

え
て
く
れ
る
。
ま
た
「
コ
峰
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

・

ル
l

ト
」
で
は
ソ
連
登

山
家
達
が
行
っ
て
い
る
七
0
0
0
メ
ー

ト
ル
峰
で
の
先
鋭
的
な
岩
壁
登
撃
や
縦

走
を
紹
介
し
て
お
り
興
味
深
い
。

ベ
ー

ス
ボ
ー

ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
刊
、

­

A
5

判
、
二
三
二
ペ
ー

ジ
、

カ
ラ
ー

写
真
三
二
ペ
ー

ジ
、

モ
ノ
ク
ロ

ー

ム

写
真
二
四
ペ
ー

ジ
、
地
図
一
四
菜

、

表
九
葉
(

池
田
常
道
〉

鮮
風
岩
正
面
岩
壁
の

登
撃
に
つ
い
て

(
下
)

岩
稜
会

石

繁

雄

岡

北
壁
で
の
ダ
イ
レ
ク
ト
に
欠
け
る
登
撃
の
み
を

評
価
し
た
も
の

山
と

渓
谷
社
が
昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
に
発
行
し

た

『
世
界
山
岳
百
科
事
典
』

の
日
本
登
山
史
年
表
お
よ

び
学
習
研
究
社
が
昭
和
五
十
二
ヰ
七
月
二
十
五
日
に
発

行
し
た
『
上
高
地
検
穂
高
』

山
崎
安
治
氏
執
筆
の
登

山
年
表
に
は
、
「
昭
和
十
九
年
十
月
伊
藤
洋
平
ら
は
前

穂
高
扉
風
岩
正
面
を
登
筆

。
昭
和
二
十
一
年
八
月
伊
藤

洋
平
ら
は
前
穂
高
扉
風
岩
北
壁
を
登
挙
。
昭
和
二
十
三

年
三
月
伊
藤
洋
平
ら
は
前
穂
高
岳
扉
風
岩
正
面
岩
墜
を

登
馨
」

と
記
し
中
央
カ
ン
テ
の
登
撃
に
は
ま
っ
た
く
ふ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
日
本
山
岳
会
発
行
の
『
山
日
記
』

の
登
山
年
表
は
、

発
行
年
度
に
よ
っ
て
か
な
り
の
相
異

が
あ
る
が

、
前
記
に
類
似
し

た
記
載
と
な
っ
て
い
る
。

制

昭
和
二
十
二
年
七
月
の
中
央
カ
ン
テ
の
登
磐
の

み
を
評
価
し

た
も
の

朝
日
新
聞
、
昭
和
三
十
年
七
月
発
行
『
十
年
の
逆

算
、
戦
後
重
要
記
事
切
抜
集
』
。
前
記
山
と
渓
谷
社
発

行
『
世
界
山
岳
百
科
事
典
』

に
お
け
る
安
川
茂
雄
氏
の

見
解
。
好
日
山
荘
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
毎
日
新
聞

社
、
昭
和

五
十

一
年
六
月
発
行
、
大
島
幸
夫
氏
著
『
人

間
記
録
、
戦
後
民
衆
史
』

に
収
録
さ
れ
た
「
最
後
の
日

本
ア
ル
プ
ス
初
登
筆
」
。
前
記
学
習
研
究
社
発
行
『
上

高
地
検
穂
高

』

小
森
康
行
氏
執
筆
「
穂
高
の
岩
場
」
。

四
、
前
項
削
の
評
価
が
生
れ
た
原
因
と
そ
れ
に
関
連
す

る
疑
問

伊
藤
洋
平
と
大
湾
秀
夫
は
、

前
述
の
ご
と
く
二
十
三

年
三
月
、
慶
応
稜
P
3

へ
の
ル
l

ト
を
登
馨
し
、
そ
の

詳
細
を
日
本
山
岳
会
、

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
十
日
発

行
「
山
岳
」
第
四
十
四
年
第
二
号
に
発
表
し
た
。
そ
の

Lイ)

中
で
、
昭
和
十
九

年
十
月
の
登
獲
を
堺
風
岩
正
面
岩
壁

初
登
輪
車
、
二
十
一年
八
月
の
登
撃
を
同
じ
く
第
二
登

、

二
十
二
年
七
月
の
中
央
カ
ン
テ
の
登
撃
を
同
じ
く
第
三

登
と
記
し
、
二
十
三
年
三
月
慶
応
稜
P
3

に
登
っ
た
登

撃
を
、

扉
風
岩
正
面
岩
壁
積
雪
期
初
登
惑
と
記
し
た
。

「
山
岳
」
は
日
本
で
も
っ
と
も
権
威
の
あ
る
文
献
で
あ

る
た
め
、

「
山
と
渓
谷
」
社
と
か
「
学
習
研
究
社
」
発

行
の
「
上
高
地
槍
穂
高
」
の
執
筆
者
山
崎

安
治
氏

は
、
こ
れ
に
基
い
て
前
記
登
山
年
表
を
製
作
さ
れ
たも

の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が

ら
前
記
「
山
岳
」
の
記
事
の
中
に
は
次

の
疑
問
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
記
事
の
中
に
「
(
積

雪
期
の
扉
風
岩
正
面
岩
壁
を
登
禁
す
る
に
あ
た
っ
て
)

ま
ず
第

一
の
問
題
は
ル
l

ト
の
選
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
出
来
う
る
限
り
ダ
イ
レ
ク
ト
で
あ
り

、
し

か
も

最
も

確
実
性
の
あ
る
も
の
l
!

と

言
う
一
見
相
反
す
る
こ
つ

の
条
件
が
考
慮
さ
れ
た
。
中
央
カ
ン
テ
の
ル
l

ト
は
、

夏
期
に
お
い
て
地
下
足
袋
と
投
縄
と

い
っ
た
相
当

に
変

則
的
な
無
理
な
登
行
を
強
行
し
て
、
か
つ
あ
れ
だ
け
の

切
迫
し
た
小
事
故
を
も
含
む
登
慈
と
な
っ
た
も
の
で
、

ア
イ
ゼ
ン
を
も
っ
て
す
る
積
雪
期
の
登
高
で
は
問
題
と

な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
初
登
のさ
い
の
ル
l

ト

(十
九
年

十
月
)
は
、
前
者
の
条
件
か
ら
や
や
残
念
で
あ
り

、

結
局

昭
和
二
十
一
年
八
月
(
伊
藤
・

石
岡
外
二
名
)
が
拓
い

た
ル
l

ト

(
中
央
壁
よ
り
北
壁
へ
)
が
採
用
さ
れ
る
こ

と

に
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
明

ら
か
な
ご
と
く
、

ま
た
こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
明

ら
か
な
ご
と
く

十
九
年
十
月
の
ル
l

ト
は
、
懸
案
の
岩

壁
で
は
な
い
北

壁
の
、
し

か
も
、
ダ
イ
レ
クト
に

欠
け
る

ル
l

ト

で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
ル
l

ト
の
登
磐
は
北
壁

の
初
登
撃
と
も
い
え
な
い
。

ま
た
二
十

一
年
八
月
の
ル

ー
ト
は
、
同
記
事
か
ら
は
北
壁
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な

ル
ー

ト
で
あ
る
か
の
よ
う
な

印
象
を
う
け
る
が
、
ー

図
と
3

図
(
前
号
参
照
)
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
北
壁
へ
の
取

付
点
も
登
挙
終
了
点
も
十
九
年
十
月
の
ル
l

ト
と

全
く

( 4 ) 
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山

同
じ
で
あ
り
、
従
っ
て
同
ル
l

ト
の
登
撃
は
、
北
壁
の

初
登
馨
と
は
い
え
な
い
。
従
っ
て
同
ル
l

ト
を
登
耕
帯
し

た
二
十
三
年
三
月
の
登
畿
は
、

懸
案
の
岩
壁
の
積
雪
期

初
登
磐
で
は
な
く
、
ま
た
北
壁
の
積
雪
期
初
登
獲
で
も

な
い
。
要
す
る
に
中
央
カ
ン
テ
の
登
馨
は、
懸
案
の
岩

盤
の
初
塗
懇
で
あ
る
の
に
「
山
岳
」
で
は
そ
れ
は
第
三

登
と
な
っ
て
お
り

、
他
方
、

懸
案
の
岩
壁
の
裏
側
に
あ

る
岩
壁
の
、
し

か
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
欠
け
る
ル
l

ト

の

登
撃
が
初
登
準
と
な
っ
て
い
る
。
不
可
解
と
い
う
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。

玉
、

こ
の
会
報
に
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
い
き
さ
つ

扉
風
岩
中
央
カ
ン
テ
を
初
登
馨
し
た
岩
稜
会
は、
昭

和
五
十
二
年
七
月、

日
本
山
岳
会
に
対
し
、
前
記
の
諸

点
を
記
し
、

日
本
山
岳
会
が
当
方
の
主
張
に
賛
成
さ
れ

る
と
き
に
は
、

ま
た
次
回
山
日
記
に
年
表
を
発
表
さ
れ

る
と
き
に
は
、

そ
の
よ
う
に
訂
正
し
た
も
の
を
発
表
し

ビール・パーテイの恒
例
の
ビ
ー
ル
・
パ
ー

テ
ィ
を
開
き

ま
す
。

日
時

8

月
四
日
(
土
)
午
後4
時

か
ら
7

時
ま
で

場
所
日
本
山
岳
会
ル
l

ム

会
費
一

0
0
0
円

主
催

婦
人
懇
談
会

み
な
さ
ま
お
誘
い
合
せ
の
う
え
、

ご

出
席
く
だ
さ
い
。

て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
書
簡
を
送
っ
た
。

こ
う
い
う
こ
と
を
要
望
す
る
こ
と
は
自
己
宣
伝
で
あ

り
心
苦
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
れ
か
と
い
っ
て
登
山

史
の
誤
り
は
正
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

い
つ
の
日

に
か
正
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
信
じ
て

待
っ
て
い
た
が
、
三
十
年
経
た
現
在
、
混
乱
は
む
し
ろ

深
ま
る
一
方
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
今
回
思
い
切
っ

て
申
し
出
た
次
第
で
あ
る。

こ
れ
に
対
し
山
崎
安
治
氏
か
ら
「
事
情
を
知
っ
て
非

常
に
驚
い
た
。
賞
会
の
主
張
に
全
面
的
に
賛
成
で
あ

る
。
し
か
し
今
後
山
日
記
に
年
表
を
掲
載
す
る
予
定
が

な
い
の
で
、
日
本
山
岳
会
の
会
報
に
そ
う
い
う
記
事
を

発
表
し
て
い
た
だ
く
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
趣

旨
の
お
返
事
を
い
た
だ
き
、

か
く
し
て
一
連
の
扉
風
岩

の
登
繁
か
ら
三
十
年
も
経
過
し
た
今
日
に
な
っ
て
、

こ

う
い
う
記
事
を
会
報
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に

な
っ
た
。
山
崎
氏
の
ご
配
慮
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

売場ご案内

最新入荷の本

φ空から見たヒマラヤ ( NHK取材班) 900円

，*，K2 より愛をこめて(塚本珪ー) 980円

φ奥秩父回帰 (原全教) 1 ， 200円

+木の実・主主の実 (室井紳・巽英明 ) 430円

立山・白山方面の本とガイド

φ;立山路の花しるべ (河野昭一・橋本竹二郎)

980円 φ立山路の歴史あるき(佐伯立光) 980円

φ立山とガイドたち (北日本新聞社 ) 880円

φ立山と白山(広瀬誠)580円 φ白鳥・剣・黒部

( 山渓カラー グラ フイ y クがイド) 1 ， 500円

φ立山・黒部・白鳥 (学研グラフィックガイ

ド ) 1 ， 600円 φ国立公関白山周遊300キロ (北

国文化事業団) 850円

-tt-、.rs:--， 占u.. <山の本の売場〉右茶の水店三階
名決宝 営業時間平日 ・午前 10時 30 1l'.t '1 午 lJ.8 時
'ト-1 ，_.，、・ 日曜祝日 ー 午挽日時30分よ '1 午ll6 時 30分

( 5 ) 
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…
東
海
支
部
総
会
に
谷
の
水
質
調
査
の
結
果
、
昨
年
は
登

山
者
に
対
す
る
良
質
な
飲
料
水
の
確

…
出
席し
て

保
と
い
う
実
施
の
面
に
お
い
て
評
価

去
る
四
月

二
十
二
日
(
土
)
午
後
さ

る
べ
き
業
績
も
残
さ
れ
た
と
聞
い

六
時
か
ら
尾
上
機
械
会
議
室
で
開
催
て
い
る
。

さ

れ
た
昭
和
五
十
三
年
度
支
部
総
会
尾
上

支
部
長
は
議
長
委
嘱
を
受
け

に
出
席
し
、
二
十
余
名
の
会
員
諸
氏
て
手
際
よ
く
議
事
を
進
め
ら
れ
て
、

と
懇
談
が
出
来
て
幸
い
で
あ
っ
た
。
和
や
か
な
う
ち
に
も
質
疑
応
答
を
充

尾
上
支
部
長
か
ら
冒
頭
の
挨
拶
分
に
つ
く
し
て
議
事
を
終
了

し

た
。

に
、

新
年
度
の
運
動
方
針
と
し
て
特
来
賓
と
し
て
、

愛
知
県
岳
連
、

国
島

に
①
会
員
の
増
強
開
発
。

②
会
員
相

互
の
交
遊
の
場
と
し
て
の
愉
し
い
ク

ラ
ブ
・
ラ
イ
フ
。
③
自
然
保
護
運
動

の
推
進
。
支
部
地
域
内
に
は
大
き
な

山
は
な
い
が
、
き
め
細
い
運
動
を
、

県
岳
連
で
は
出
来
な
い
函
で
各
支
部

と
も
協
調
し
て
続
け
て
ゆ
き
た
い
と

の
話
が
あ
っ
た
。
特
に
御
在
所
岳
北

組h
可

理
事
長
か
ら
挨
拶
の
な
か
に
県
岳
連

と
支
部
と
の
協
調
に
つ
い
て
ふ
れ
て

い
た
が
、
非
常
に
友
好
的
な
関
係
に

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
総
会
終

了
後
は
、

会
場
を
浩
養
園
に
移
し
て

懇
親
会
と
な
っ
た
。

役
員
選
任
と
担
当

(
支
部
長
)
尾
上
昇

(
副
支
部
長
)
中
世
古
隆
司

(
常
務
委
員
)
沖允
人

(
支
部
報
)、

岡
田
良
平
(
岳
連
)、
小
川

務
(
自

然
保
護
)、
多
国
光
孝
(
会
員
)、
湯

浅
道
男
(
会
員
)、
丸
山
昭
一(
総
務
)、

木
村
孝
保
(
会
計
)、

梅
田
治
生
(
集

ム
耳
)

(
会
計
監
事
)
村井
喜
一

以
上
の
諸
氏
に
よ
っ
て
支
部
が
運
営

さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
新
年
度
を
迎

< 柏喜之 数 <望刀 I累十 小計 (2 璽早 f、 ノレ
の _.，. '-./ の 和昭
包 金主主福 芭

一口 一一、 九名九名郁山崎虫匹 年宏田 一口
53 」ム

略敬称年5 芳名 金基
五 五 金ノ。、 (ー
百五二池る百 ・月15 〆巳『、喜I,ì'-:::' 

ziiiiiE 
j不l頃日
同現夜
、、_j

口口 口

【
募
金
委
員
会
の
解
散
】

昨
春
以
降

、

理
事
会
の
決
定
に
基
き
募
金

【
法
人
協
力
先
の
募
金
】

昭
和
臼
年
5

月
日
日
現
在
で
金
一
一
、
九

七
O

、

0
0
0
円
入
金
ず
み
で
す
。

大
累
計
一
七
、
三
二
五
、
五
O
O
円

申
込
人
員
東
京
五
九
九
名

地
方
五

一
七
名

数
〈
1

〉
坂
井
久
光
、
讃
岐
惣
二
郎
、
福

嶋
一
馬
、
橋
村
一
輩
、
斎
藤
弘
(
U
〉
石

川
勝
恵

小
計

累
計

六
名
金
二
七
、

0
0
0
円

五
一
七
名
一
二
ハ
一
・
三
口

金
五
、
八
O
六
、
五
O
O
円

香
貝
会
を
組
織
し

、

署
員
の
ほ
か
に
顧

問
、
参
与
の
委
嘱
を
お
願
い
し
、
強
力
に

募
金
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
幸

い
会
員
各
位
の
絶
大
な
ご
協
力
と
、
顧

問
、
参
与
、
警
貝
諸
氏
の
熱
心
な
ど
努
力

が
実
を
結
び
「
山
」
誌
上
で
毎
号
ご
報
告

し
て
ま
い
り
ま
し
た
よ
う
な
好
結
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
と
に
改
め

て
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
以
上
所
期
の

目
的
を
達
成
し
ま
し
た
の
で
、
残
務
は
今

後
担
当
理
事
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
、

本
奮
員
会
の
組
織
は
去
る
四
月
二
十
一
日

を
も
っ
て
解
散
致
し
ま
し
た
。
略
儀
な
が

ら
本
誌
上
を
以
て
関
係
各
位
に
ご
報
告

し
、
厚
く
お
礼
を
申
上
げ
る
次
第
で
す
。

募
金
委
員
長

古
い
山
道
も
消
え
て
大
き
く
開
拓
さ

れ
た
果
樹
園
の
中
に
特
別
に
保
護
さ
れ

た
ミ
ズ
パ
シ
ョ
ウ
は
周
囲
が
萱
野
や
雑

木
林
だ
っ
た
こ
ろ
よ
り
も
花
が
小
さ
く

庄
司
駒
男

見
え
る
。
広
い
駐
車
場
の
周
辺
は
ロ
ツ

遅
い
初
雪
を
頂
く
奥
羽
の
山
な
み
を
一
ヂ
や
リ
フ
ト
、

青
年
の
家
、

少
年
自
然

背
に
し
た
近
頃
の
仙
台
近
郊
も
大
規
模
一
の
家
と
施
設
が
整
い

、

一
年
中
登
山
ゃ

な
都
市
化
は
も
の
す
ご
い
。

一
ハ
イ
キ
ン
グ、
ス
キ
!
と
に
ぎ
わ
う
。

そ
れ
で
も
市
中
に
近
い
キ
ャ
ン
パ
ス
一
泉
ヶ
岳
の
登
山
コ

l

ス
は
、

地
元
山

に
初
夏
の
郭
公
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
声
を
一
岳
会
や
、

各
種
団
体
の
清
掃
奉
仕
と
ゴ

聞
き
、
小
春
日
和
に
は
、

ク
ジ
ャ
ク
チ
一
ミ
持
ち
帰
り
運
動
が
早
く
か
ら
実
施
さ

ヨ
ウ
が
姿
を
見
せ
て
い
る
。

一
れ
て
美
し
い
が
、

平
地
の
雑
草
が
山
頂

旧

い
町
並
を
抜
け
て
市
街
を
取
り
ま
一
ま
で
は
び
こ
り

、

豊
富
な
植
物
も
年
々

く
西
の
丘
陵
に
登
る
。
し
ば
ら
く
前
ま
一
そ
の
数
を
へ
ら
し
て
い
る
。

で
は
、

新
緑
か
ら
紅
葉
ま
で
の
美
し
い
一
泉
ケ
丘
の
に
ぎ
や
か
な
山
道
を
は
な

松
や
コ
ナ
ラ
、

ク
リ
の
雑
木
林
は
削
り
一
れ
て
、

舟
形
山
頂
へ
続
く
道
を
歩
け
ば

取
ら
れ
、

春
の
リ
ュ
ウ
キ
ン

カ
、

ミ
ズ
一
山
稜
の
ブ
ナ
の
原
生
林
は
美
し
い
が
、

バ
シ
ョ
ウ
に
夏
の
サ
ギ
草
等
の
野
草
を
一
山
腹
一
帯
を
夜
う
よ
う
に
あ
っ
た
ブ
ナ

み
た
湿
地
も
埋
ま
り
、

段
々
に
区
画
さ
一
等
の
落
葉
広
葉
樹
林
は
皆
伐
さ
れ
、

荒

れ
た
住
宅
団
地
に
か
わ
り
、

杜
の
都
も
一
々
し
い
山
肌
の
景
観
を
み
せ
て
い
る
。

緑
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
一
伐
採
さ
れ

た
跡
地
は
松
、

杉
、

ヵ
ラ
マ

わ
ず
か
に
残
る
風
致
の
維
持
や
未
開
一
ツ
の
植
林
が
目
立
ち
、

坊
主
に
な
っ
た

発
の
柴
山
に
立
て
ば
、

南
か
ら
大
東
一
一
部
斜
面
に
残
さ
れ
た
林
は
、
虎
刈
り

岳
、

後
白
髭
山
、
泉
ヶ
岳
、
舟
形
山
と
一
に
さ
れ
た
し
ま
模
様
が
痛
々
し
く
、

林

連
な
り
、
七
ツ
森
の
小
さ
い
頂
が
い
つ
一
道
も
山
腹
を
這
い
登
り、
奥
の
山
陰
へ

も
の
姿
で
目
の
前
に
広
が
る

。
一
伸

び
て
い
る
。
林
道
よ
り
近
い
ハ
イ
松

都
市
化
の
著
し
い
東
北
自
動
車
道
を
一
地
帯
の
稜
線
に
登
れ
ば、
深
く
堀
っ
た

す
ぎ
て
、
大
き
な
面
積
に
区
画
整
理
さ
一
穴
が
数
多く
み
ら
れ
、

い
ず
れ
も
商
品

れ
た
水
団
地
帯
の
道
も
今
は
ア
ス
フ
ァ

一価
値
の
高
い
樹
姿
を
備
え
た
植
物
が
消

ル
ト
舗
装
に
か
わ
り
、

車
の
騒
音
を
逃
一
与
え
て
い
る
。

れ
て
懐
し
い
山
道
に
入
る
。
一
こ
こ
か
ら
山
頂
ま
で
ふ
も
と
の
荒
廃

石
こ
ろ
の
道
に
、

澄
ん
だ
小
川
、

水
一
を
忘
れ
さ
せ
る
よ
う
な
静
け
さ
と
、

厳

回
や
畑
、

今
で
も
燃
料
と
し
て
薪
や
薪
一
し
い
自
然
に
保
護
さ
れ
た
山
道
は
何
時

炭
の
生
産
さ
れ
る
雑
木
林
と
杉
や
松
の
一
来
て
も
遠
い
。

木
立
ち
は
、

野
草
や
動
物
も
豊
か
で
四
一

季
の
愉
し

み
が
味
わ
え
る
。

( 6 ) 

• 山泉
保
護

道 草
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…
日
本
山
岳
画
協
会
展

川
開
催

日
本
山
岳
画
協
会
で
は
、
山
岳
函

川
上
高
地
山
研
の
開
所

例
年
に
な
く
雪
の
多
い
上
高
地
で

は
あ
っ
た
が
、

会
員
か
ら
の
要
望
に

も
応
え
て
、

昨
年
よ
り
半
月
早
く
、

予
告
通
り
に
4

月

m
m日
(
土
)
に
関

所
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
模
様
で
降
っ
た
り
止

ん
だ
り
の
中
で
、
字
国
川
、
前
神
委

員
等
の
男
子
組
は
入
口
道
路
の
除
雪

作
業
や
そ
の
他
の
外
周
り
の
整
備

に
、

ま
た
小
原
晴
子
委
員
等
の
婦
人

組
は
、
寝
具
の
カ
パ
l

、

襟
か
け
な

ど
手
際
よ
く
準
備
が
完
了
し
、
一
番

心
配
だ
っ
た
水
も
「
コ
ト
コ
ト
」
音

を
た
て
て
蛇
口
か
ら
流
れ
出
し
た
の

で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

半
年
ぶ
り
に
明
る
い
灯
の
つ
い
た

夜
は
、

奥
原
支
部
長
、
環
境
庁
の
小

林
、
杉
田
両
氏
を
混
え
て
、
心
ば
か

り
の
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
津
村
夫
妻
が
元
気
で
皆
さ

ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、

当
日
の
助
人
で
参
加
し
て

く
れ
た
関
塚
会
員
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
セ

ッ
ト
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
併
せ

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(山
研
運
営
委
員
会
折
弁
〉

え
た
が
御
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

(
折
井
健
一
〉

川
会
員
通
信一

宮
崎
一
時
閣
菊
地
正
蔵

(
前
略
)
い
つ
も
御
好
意
を
頂
い
て

感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。
初
て
同
封

の
朝
日
紙
の
コ
ピ
ー
を

御
覧
下
さ

い
。
こ
れ
が
私
ど
も
青
春
時
代
か
ら

連
綿
と
し
て
絶
え
る
こ
と
の
な
い
グ

ル
ー
プ
〈
た
か
ね
同
人
社
)
が
五
十

年
を
経
た
姿
で
す
。
現
存
者
の
中、

中
川
喜
久
雄
は
小
生
よ
り
一
足
先
き

に
日
本
山
岳
会
の
会
員
に
復
活
し
た

答
。
そ
の
他
お
い
ら
く
山
岳
会
の
創

立
に
参
画
し
現
在
自
宅
を
そ
の
事
務

所
に
提
供
し
て
い
る
鈴
木
勝
太
郎
な

ぞ
、
こ
と
山
に

関
し
て
は
少
し
も
年

を
と
ら
ぬ
と
豪
語
す
る
猛
者
ぞ
ろ
い

で
す
。

こ
の
生
き
残
り
が
ス
キ
ー
を
履
い

て
五
十
年
、
そ
の
処
女
滑
走
の
地
、

野
沢
温
泉
へ
去
る
三
月
押
し
か
け
た

次
第
が
、
た
ま
た

ま
朝
日
の
記
者
の

知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

、
斯
く
は
記

事
と
な
っ
た
の
で
し
た
。
小
生
は
病

(
洋
画
)
展
を
左
記
の
要
領
で
開
催

す
る
。
こ
の
展
覧
会
に
は
、
同
協
会

会
員
二
二
人
の
作
品
(
日
号
以
下
約

ω
点
)
が
出
品
さ
れ
る
。

日
時
H
7

月
包
日
(
土
)
l
m
日

(
月
)
ま
で
の
ω
日
間
、
午
前
m
時

半
1

午
後
6

時
ま
で
。

場
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ミ
キ
モ
ト

東
京
都
中
央
区
銀
座
四1
五
l

五

電
話
O
一
子
五
三
五l
四
六
一
一

後
の
こ
と
で
も
あ
り
残
念
乍
ら
遠
慮

し
ま
し
た
が
、
雀
百
ま
で
踊
り
忘
れ

ず
と
ば
か
り
、
孫

(
否、
曽
孫
も
居

る
)
を
引
き
連
れ
て
滑
る
も
あ
り
で

誠
に
盛
況
だ
っ
た
と
か
。

現
在
一
番
若
い
増
田
栄
一
(
六
十

五
)
が
会
務
一
切
を
引
き
受
け
て
呉

れ
、

春
秋
二
回
小
旅
行
か
料
享
に
集

ま
っ
て
は
歓
談
し
て
居
り
ま
す
。
も

う
お
互
い
に
親
戚
づ
き
あ
い
で
、
仲

間
の
内
に
何
か
起
る
と
、
そ
れ
っ
と

ば
か
り
集
ま
っ
て
、
親
身
も
及
ば
ぬ

世
話
を
焼
い
て
呉
れ
、
小
生
な
ぞ
は

い
つ
も
労
わ
っ
て
貰
う
ば
か
り
で
、

そ
の
こ
ま
や
か
な
友
情
に
は
只
々
涙

あ
る
の
み
で
す
。
以
上
新
聞
の
切
抜

き
を
御
覧
に
入
れ
て
、
自

叙
伝
代
り

に
一
・
寸
御
披
露
申
し
上
げ
た
次
第
で

す
。昭

和
五
十
三
年
四
月
二
十
三
日

(
同
封
朝
日
新
聞
昭
和
五
十
三
年
二

月
八
日
の
切
抜
き
は
紙
面
の
都
合
で

割
愛
す
る
が
、
「
脱
ゲ
レ
ン
デ
・

ス

キ
l

」
(
日
)
若
返
り
法
と
い
う
連
載

記
事
、

会
員
中
川
喜
久
雄
氏
の
こ
と

に
も
ふ
れ
て
い
る
。
な
お
菊
地
正
蔵

氏
は
戦
前
既
に
終
身
会
員
で
あ
っ
た

が
、

住
所
不
明
の
た
め
永
ら
く
名
簿

か
ら
も
除
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
昭

和
五
十
一
年
十
一
月
中
川
喜
久
雄
氏

が
復
活
し
、

つ
づ
い
て
同
氏
の
消
息

が
わ
か
っ
て
五
十
二
年
七
月
復
活
会

員
と
な
っ
た
。
(
望
月
)

日
本
山
岳
会
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
報
告

登
山
の
指
導
と
奨
励
に
必
要
な
集
会
、

講
習
会
お
よ
び
展
覧
会
の
開
催

ω

集
会

・

四
月
二
十
二
日
支
部
長
会
議
(
本
会
〉

・
四
月
二
十
三
日
第
三
五
四
回
小
集
会

親
陸
山
行
(
奥
多
摩
・
御
岳
山
)

・
五
月
十
四
日
イ
ン
ド
登
山
財
団
サ
リ
ン

氏
と
の
懇
談
(
本
会
〉

・
五
月
二
十
日
第
三
五
五
回
小
集
会
学

生
部
ド
ウ
ナ
ギ
リ
報
告
会
(
本
会
)

・
六
月
一
日
第
三
五
六
回
小
集
会
山
菜

研
究
会
、
講
師
片
岡
博
(
本
会
〉

六
月
五
日
第
=
二
回
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

〈
信
濃
支
部
担
当
・
上
高
地
)

六
月
十
一
日t
十
二
日

第
三
五
七
回
小

集
会
山
菜
山
行

(
越
後
支
部
協
力
・
越
後
・
浅
草
岳
〉

七
月
十
三
日
第
三
五
八
回
小
集
会
映

画
と
誇
演
会
、
講
師
西
堀
栄
三
郎
「
白

瀬
南
極
探
検
隊
の
記
録
」
「
探
検
の
先
限

者
た
ち
E

」

九
月
十
日
第
三
五
九
回
小
集
会
越
後

の
山
を
語
る
会
、
講
師
藤
島
玄

(
本
会
)

十
月
二
十
二
日
第
十
回
山
岳
図
書
交
換

会
(
本
会
)

十
月
二
十
五
日
第
一
二
六O
回
小
集
会

山
岳
写
真
務
習
会
、
議
師
自
銭
史
朗(

本
会
〉

十
月
二
十
九
日
第
三
六
一
回
小
集
会

第
l

回
J
A
C

ノ
ミ
の
市

(
東
京
・

全
軍
通
会
館
)

十
月
三
十
日
第
三
六
二
回
小
集
会
山

岳
写
真
誘
習
会
、
現
地
写
真
山
行

(
南
ア
ル
プ
ス
・
夜
又
神
峠
〉

十
一
月
十
三
日
第
三
六
三
回
小
集
会

現
地
山
行
(
秋
山
川
二
十
六
夜
山
〉

十
一
月
十
五
日
第
三
六
四
回
小
集
会

山
岳
写
真
講
習
会
、
写
真
批
評
会
、
誘
師

白
旗
史
朗
(
本
会
〉

• • • • • • • • • • • 
1
 

-
三
水
会
現
地
集
会
報
告
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
を
訪
れ
た
。
旧
交
を

只
見
散
策
温
め
る
人
、
カ
タ
ク
リ
と
山
菜
を
賞
で

高
曇
り
が
青
空
に
か
わ
る
と、

只
見

一
る
人
、
地
形
を
探
る
人
。
散
策
の
あ
と

川
を
は
さ
ん
で
対
岸
に
見
事
な
姿
を
み

一
は
山
菜
料
理
を
中
心
に
熊
汁
、

地
酒
、

せ
て
い
る
浅
草
岳
の
雪
が
ま
ぶ
し
い
。

一
手
作
り
の
果
実
酒
等
で
歓
待
し
て
い
た

こ
こ
柴
倉
山
の
急
斜
面
に
は
、

雪
解
け

一
だ
き
、
夜
お
そ
く
ま
で
歓
談
が
つ
づ
い

水
の
流
れ
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る
残
雪
の
合
一
た
。

聞
に
、
コ
ゴ
ミ
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
上
流

一
「
キ
ノ
コ
が
と
れ
る
秋
に
是
非
き
て
下

ま
で
点
在
す
る
。
ふ
も
と
で
群
生
ま
た
一
さ
い
」
ご
夫
妻
の
心
の
こ
も
っ
た
お
誘

群
生
だ
っ
た
カ
タ
ク
リ
が
ま
だ
散
見
さ
一
い
で
あ
る
。
〈
菅
野

弘
章
)

れ
る
。
一
行
は
し
ば
し
俗
境
を
忘
れ
た
。

一
(
参
加
者
)
沼
倉
寛
二
郎
、
坂
倉
登
喜

三
水
会
有
志
は
五
月
の
連
休
も
後
半

一子
、
斎
藤
健
治

、

黒
石
恒
、
黒
石
純
て

の
あ
る
一
日
、
会
員
斎
藤
多
美
子
(
旧

一高
田
真
哉
、
斎
藤
名
美
子
、
斎
藤
英
三
、

姓
三
浦
)
さ
ん
ご
夫
妻
が
夢
を
実
現
さ

一片
岡
博

、

岩
場
瑞
子
、

館
野
昭
子
、

せ
て
、

守
り
、

育
て
て
お
ら
れ
る
只
見

一
大
沢
蔦
、
菅
野
弘
章

( 7 ) 
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昭和 52 年度収支決算書
自昭和 52 年 4 月 1 日
至昭和 53 年 3 月 31 日

1〉一般会計〈歳入) (単位:円〉

科 目 |予算額 |決 算額|増減(ム〕
経常 収入 1 21,250 ,000 1 24 ,503 ,068 1 3 ,253 ,068 

入会金 1 2 ,250 ,000 1 2 ,175 ,000 1 ム 75 ， 000

会費 1 19，000 ， 000 1 21 ,288 ,478 1 2 ,288 ,478 

次年度会質 1 689 ,590 1 689 ， 5ω 

終身会貸 1 1 350 ,000 1 350 ,000 

・E 業 収入 |札531 ， 000 1 13 ， 357 ， 910 1 8,826 ,910 

広告料 1 1 ,225 ,000 1 1 ,751 ,0151 526 ,015 

山日記印税 1 456 ,000 1 380 ,000 1 ム 76 ， 000

その他印税 | ω0 ，000 1 1 ,228 ,219 1 428 ,219 

刊行物売上 1 2ω ， 000 1 909 ,050 1 659 ，0ω 

その他事業収入 1 500 ,000 1 547 ,800 1 47 ,800 

山研使用料 1 1 ,300 ,000 1 1 ,566 ,927 1 266 ,927 

出版編集費 1 6 ,974 ,899 1 札974 ， 899

雑収 入 1 1 ,000 ,000 1 1,280 ,919 1 280 ,919 

利息 700 ，000 1 992 ,024 1 292 ，ω4 

その他雑収入 1 300 ,000 1 288 ,895 1 ム 11 ， 105

寄付金 1 515 ,000 1 515 ,000 

募金 収 入 1 1 27, 173 , 103 1 27 , 173 , 103 

会員 1 16,293 , 103 1 16,293 , 103 

法人 1 10 ， 880 ， 000 1 10 ， 8鈎，000

借 入 金 収入 1 45 , 000 ,000 1 45,000 ,000 

保鉦金返遺収入 1 1 7 ， 314 ， 0ω目ω自川1 7 ， 314 ， 0ω0目

最職簡与震立受剣I I 州0∞0川| ω札仰，0∞0∞0 

小 計 |い2札6ι， 7仰0∞0川11叫19丸， 2必札仰，0刈川0∞側0∞0川1 92 ， 46
前桝年度から切の繰糊越金 |い8丸ω仙，1口以l
一 般会計 合 計 |同札4札，帆71悶5 1 127 ， 356札，川 1 92 ， 4仰目

2わ〉 一般会針(歳出) (単位:円〉

科 目 | 予算額 | 決算額|猶滅(ム〕
運営管理費 1 15 ,980 ,000 1 14, 65 4,515 1ム 1 ， 325 ， 485

手当 1 3 ,630 ,000 1 3 ,629 ,540 1ム 460

退職金 1 1 99 ,000 1 99 ,000 

文具賛 1 120 ,000 1 126 ， 39喝 6 ， 398

印刷賛 1 1 ,100 ,000 1 906 ,950 1ム 193 ， 050

交通費 500 ，000 1 697 ,970 1 197 ,970 

通信費 1 3 ,350 ,000 1 3 ,026 ,930 1ム 323 ， 070

家 賃 1 4 ,900 ,000 1 3 ,768 ,136 1ム1 ， 131 ， 864

保険料 1 50 ,000 i 72 ，ωo 1 22 ,900 

営繕 費 1 2ω ，000 1 176 ,910 1ム 73 ， 090

150 ,000 

700 ,000 

250 ,000 

閃，000

150 ,000 
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&

巧d

今
&
ワ
白

q
d

勾'
q
i
v

氏
u
n
v

'
A

,,,,, 。
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・
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4

諸税会賛

光熱費

電話料

会議費

交 際 聖堂
備品費
振替料 1 140 ,000 1 131 ，鈎01ム 8 ， 200

支部運営費 1 420 ,0001 397 ， 2001ム 22 ， 800

福利厚生費 1 70 ,000 1 73 ,468 1 3 ,468 

雑費1 150 ,000 1 184, 1301 34 ,130 

事務所管理費 1 1 W8 ,5001 W8，旬。

事業費 1 13 ,730 ,000 1 13 , 138 ,470 1é. 591 ,530 

出版費 1 8 ,935 ,000 1 9 ,324,633 1 389 ,633 

図書貸 1 300 ,000 1 198 ,495 1ム 101 ， 505

調査研究費 1 310 ,000 1 18, 120 1ム 291 ， 8ω

指導費 770 ，000 1 636 ,226 1ム 133 ， 774

海外関係諸費 1 410 ,000 1 944 ,388 1 534 ,388 

山研運 営費 1 2 ,005 ,000 1 1 ,379 ,108 1ム臼5， 892

その{也事 業 費 1 500 ,000 1 637 ,500 1 137 ,500 

名簿発行賛 1 500 ,000 1 1ム 日0 ， 000

予備費 1 2 ,000 ,000 1 ム2 ， 000 ， 000

事務所取得関係費 1 1 75 ,850 ,607 1 75 ,850 ,607 

借入金返済支出 1 1,099 ,572 1 1 ,099,572 

引当金 1 851 ,500 1 851 ,500 

別途積 立 金 1 13 ,210 ,395 1 13 ,210 ,395 

小 計 |い3礼1，叫0∞0∞0川|肌ω蜘5叩ω | 仰仰5ω9 

翌年度への繰越 | 丸U山1凶8剖札町4ιυ叩，7九15バ| 仇り5札“邸6刊| 印

一 般 会 計 合 針 | 仰

3め〉 別途会E針十 (編入内訊) (単位:円〉

科 目 |川繰越|川歳 入 |巾歳 出|陣陣翌酔年度糊
終身会賛積立金 |凶2 ， 78ω0 ， 0∞0∞01 35叩0 ， 0∞001 げ3 ， 13ω0 ， 0∞0∞0 

ノレ-ム基金 # 1川1 ， 45幻7 ， 0∞001 3 ，臼6久， 4ω9司 |同5 ， 09ω3 ， 4ω96

図暫湾入貸 ﾟ 4ω0 ， 0∞0ω~ 1 4ω0 ， 0∞0ω 0 

図書出版研究基金 I I同6 ， 9釘74久，8ω9司 |同6 ， 97冗4 ， 8ω9ω9到| 

会員遺 R贈普基金 1 1川1 ， 0∞0∞0 ， 0∞0叫01 川1 ， 0∞0ω0 ， 0∞0∞0 

退職給与積立金 1 85ω0 ， 0∞0∞01 1 ， 24ω9 ， 0∞001 9ω9 ， 0∞0∞01 2 ， 0∞0∞0 ， 0∞0∞ 0 

合計|いU印，127 ， 0

4的) 引 当金(内訳〉

越繰
一
代
費
一

目
一
本
作
一
一
計

一
製
製

一

科
一
害
簿

一合

図
名 団副

糊
一
川
川
一
m

d
n
p
-
R
u
nu

-
R
U
 

年
一
1

干
一
8

笠
一

一

出

ω

支
部
活
動

全
国
に
あ
る
十
九
支
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ω

鶴
習
会

・

五
月
二
十
一
日
l

二
十
三
日
第
十
九
回

登
山
技
術
講
習
会
(
穂
高
岳
沢
〉

・

九
月
十
日
l

十
一
日
奥
日
光
現
地
集
会

(
奥
日
光
・

光
徳
ロ
ツ
JY
)

-

一
一
月
十
六
日t
十
九
日

第
一
一
一
回
山
ス

キ
l
技
術
誇
習
会

(
鹿
島
槍
)

ω

展
覧
会

-
十
二
月
一
一
一
日

-

十
一
一
月
一
一
一
日
支
部
長
会
議
(
本
会
)

・

十
二
月
三
日
年
次
晩
餐
会

(
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
)

・
十
一
一
月
十
八
日
第
三
六
五
回
小
集
会

も
ち
つ
き
大
会
〈
本
会
)

・

一
月
十
三
日t
十
五
日

第
三
六
六
回
小

集
会
ス
キ

1

親
雄
会

(
八
方尾
根
・
中
大
山
荘
〉

-
一
一
一
月
三
日
第
三
六
七
回
小
集
会
ス
キ

ー

親
陸
会
反
省
会
(
東
京
・

私
学
会
館
〉

・

三
月
十
一
日
新
ル
l
ム
、
山
岳
図
書
室

オ
ー
プ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

(
本
会
)

-

一
一
一
月
十
六
日
山
岳
史
懇談
会

一
九
一
一

0
年
代
の
ア
ル
プ
ス
、
競
師
各

務
良
幸

〈
本
会
)

-
一
一
一
月
二
十
五
日第
三
六
八
回
小
集
会

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

(
本
会
)

・
三
月
二
十
九
日
第
三
六
九
回
小
集
会

マ
カ
ル
l

西
稜
映
画
会

ω

研
究
会

・

九
月
十
六
日
、
十
月
二
十
日
、
十
一
月
十

日
、
十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
二
十
日

雪
崩
研
究
会
(
本
会
)

二
月
十
八
日
高
所
登
山
研
究
会

K
2

登
頂
報
告
会
、
講
師
広
島
三
朗

(
本
会
〉

こ
の
一
本
展

〈
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
〉

( 8 ) 
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4 . 図書

|種類|

川口書|

l洋 書|

5. 什器備品
新刊書ケース 1 ，雑誌抑12 ，スチール書架 4 ，マ ッ プロッカー 1 ，
コンバッタ移動書架 1 式， 両関書庫 7 ， ファイリシグキャピネッ
トムセフネス金庫 1 ， キーパー引違書庫 2 ，机 5 ，折りたたみ
テープノレ 8 ，スチーノレ黒板 1 ，宛名印刷機 1 ，ローヤルタイプラ

イターし 複写機 1 ， 電気冷蔵庫応援セット 1 ， 耐火金庫 1 ，除
湿器 1.

6. 絵画

・ 北穂高面沌谷(足立源一郎， ì由一25) ・ 槍穂高岳主峰(足立源
一郎， 泊ー25) ・ 或朝の槍ヶ岳(足立源一郎，油ー25) ・ 槍ヶ岳
(足立源一郎， ì由一P 8) ・群猿(石井鶴三， 墨絵〉 ・ 鳥 (石井
鶴三， 墨絵〉 ・ 徳本峠から穂高速峰(石田吟松， Sii絵〉・富士山
滋(茨木猪之吉，油-A25) ・伊豆半島(茨木猪之吉，油ー10)
・ 針之木叫， (茨木猪之吉， 泊-10) ・ 初冬の両科山(茨木猪之吉
油ー10) ・ モンプラン・ メールドグラス(シュラギントワイト，エ
ッチング〉 ・ 北岳(高速宏，版画) ・ 白馬岳(中村消太郎，泊A
一切〉 ・ 田代池の白樺(中村清太郎，油ー否定型 6) ・ 後立山連峰
(中村消太郎，水彩〉 ・ 槍ヶ岳初夏(中村清太郎， 油-10) ・ ユ
ングフラウ(山里寿男，泊ー10) ・ 潤沢より北穂高(山里寿男，
水彩- 6) ・ カンチェンジェンガ(矢崎千代子， バステノレ函〉
・ プカ ヒ ノレカ ノノレテ(渡辺九郎， 水彩〕

7. 刊行物 ・ 服飾品棚卸現在高

山

数冊要f荷
録

現在

財産目
昭和 53 年 3 月 31 日

101 冊)

7 冊〉

受入冊数(52 年度

( " 

金

2 ， 380 ， 000円

420 ,000 
5 ,000 ,000 

5 ,176 

7 ,805 ,176 

額預入先

ニ井信託銀行本 店
日本信託銀行本 店
中央信託銀行本 店
中央信託銀行 本 店

(資産の部〉

1. 基本 財 産

額金要

刊 行 物(山岳，山岳夜刻版等〉

}I!X飾品， 記念品(ネグタ イ，灰皿等〕

〔負債の部〕

l 長期借入金(未済残高) 44 ， 516 ， 770円
ア借入先中央信託銀行株式会社本店
イ利 率年利 8.16%
ウ担 保 事務所および図書室の建物と土地を但保と して差

入れる

エ返済年月昭和 63年 1 月まで

2. 退目脂告与積立金

3. 引当金
(図書製本代，名簿製作費〉

2 ,583 ,140 言十メド
日

金額

151 ， 472円

131,783 
6 ,974 ,899 

475 ,989 
326 ,383 

1,014 ,870 
802 ,755 

1,081 ,601 
1 ，ω6 ， 902 

1,308 ,232 
1,711 ,670 

620 ,827 
761,633 

10 ,055 
272 ,527 

8,681 ,860 
329 ,185 
110 ,121 
110 ,258 

10 ,069 
1 ,148,463 

27 ,641,551 

t向

先

本郷支店

神田
本店
新宿西口

~W 1i!� 
n 

市ヶ 谷

新宿西日
新宿

" , 
" 

本 店

" 
新宿西口

" 
新 宿

三和銀行

協和銀行
東京銀行
第一勧業銀行
富士銀行
三 変 銀行

H 

住友銀行
三井 銀行
東海銀行
大和銀行
太陽神戸銀行
日本信託銀行
中央信託銀行
三井信託銀行
安田信託銀行
三菱信託銀行
住友信託銀行
東京振替貯金謀

入預

2. 現金および預貯金

一金
金
金
一

類
一

一
計

一

預
貯

一

一

週
一

種
一

替
一
合

現
即
日

振
一

2 ， 000 ， 000円

851 ， 500円

3. 建物および土地

A 事務所および図書室

| 東京都千代田区四番町 5 番 4

l 鉄筋コ γ グリ ート造，陸屋根，地下 1 階T寸 5 階建
区分所有建物 1 階部分 103.32 ffi' ， 宅地持分
1124.56 m' X 339/10 ,000 (事務所〉
区分所有建物 1階部分 55.22m'， 宅地持分
1124.56 m' X176/10 ,000 (図書室〉

p庁
、th

X旦t芯

社団法人日本山岳会昭和 52 年度収支決算書および財産目録を監
査し， 正確妥当なことを認めます。

昭和 53 年 4 月 15 日

会
亨
美

岳山
野
山

本
飯
村

日
事
事
監
監

社団法人
上高地山岳研究所

所|長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114. い制酒

造|鉄筋コング トト造(一部木造) 1 棟 100ωm包

B 

場

雅t持

が
集
会
、
研
究
会
、
講
演
会
、
山
行
(
海

外
逃
征
も
含
む
)
等
が
活
発
に
行
な
わ
れ

た
。

・

五
月
十
二
日
l

十
五
日

支
部
山
行

.

へ

テ
ガ
リ
岳
(
北
海消
平
又
部)
・

十
月
二
日

l

四
日
記
念

山
行
帆

差
岳
〈
越
後
支

部
〉
、
十
月
二
十
八
日
映
画
と
講
演
会
、

講
師
西
堀
会
長
(
東
海
支
部
)
、
十
一
月

五
日
1

六
日
支
部
三

O
周
年
集
会
上

高
地
(信
濃
支
部
〉
、支
部
二
十
周
年
記
念

山
行
祖
母
山
(
熊
本支
部
)
、
十
一
月
十
二

日
l

十
三
日
第
二
十
回
も
み

じ
会
大

日
峠
(
静
岡
支
部
)
、
十
一
月
十
五
日
映

画
と
講
演
会
、
講
師
西
堀
会
長
(
関
西

支
部
〉
等
が
あ
る
。

2
登
山
施
践
の
改

善
、
そ
の
他
登
山
の
た

め
の
適
切
な
事
業

上
高
地
山
岳
研
究
所
を
五
月
よ
り
十
一
月

ま
で
関
所
、
集
会
委
員
会
、
青
年
懇
談
会
、

婦
人
懇
談
会
、
指
導
委
員
会
、
高
所
登山
委

員
会
、
図
書
委
員
会
、
自
然
保
護
警
員
会に

よ
る
研
究
会
を
開
催
し
た
。

3

山
岳
遭
灘
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
闘
す

る
企
画
お
よ
び
指
導

各
大
学
医
学
部
山
岳
部
に
よ
る

夏
山
診
療

所
開
設
ハ
七
月
t

八
月
)

(
鎗
ケ
岳
、
五
色
町
問
、
唐
松
、
三
俣
山

荘
、

白
馬
岳
、
合
戦
小
屋
、
立
山
、
屋
瀬
〉

4

自

然
保
護
活
動
の
推
進

-
白
川
又
川
流
域
の
林
道
建
設
中
止
の
要
望

(
六
月
十
一
日1
十
二
日
白
川
又
川
流
域

大
台
ケ
原
地
域
の
現
地
調
査
〉

-

上
高
地
、
穂
高
岳
沢
一
帯
の
グ
リ
ー

ン
運

動
実
施
(
八
月
二
十
七
日
l

二
十
八
日
上

高
地
集
会
)

・

十
月
十
五
日
t

十
六
日
自

然
保
護
東
京

集
会
(
裏
丹
沢
、
長者
舎
山
荘
)

5

海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
海
外
と
の
交

流

( 9 ) 
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昭和田 年度予算書 (案)
(昭和 53 年 4 月 1 日より昭和 54年 3 月 31 日まで〉

1〉収入の 部

勘定科目 1 告白出|
I 予算額 | 盟事島| 増減(ム〉

大科目 | 中科目 1 J ->r-明|

経常 収 入 121 ， 250 ， 000~21 ,250,0001 

入 会 金|は丸μ，ユ2ω札則，0州 ω0，∞

会費 1 1凶1ω9 ， 0∞0∞0 ， 0∞00仰119 ， 0∞0∞0 ， 0ω0∞01

次年度会費

終 身 会資

事業収 入1 1 4 ， 72 5 ， 00則 4 ， 531 ， 0001 194,000 

広告料 1 1 ， 345 ， 00同 1 ， 225 ， 0001 120 ,000 

山日 記印税 1 380 ,0001 456 ， 0001ム 76 ,000 

その他印税 300 ， 0001 800 ， 0001ム 500 ,000 

刊行物 売 上 500 ， 0001 250 ,0001 250 ,000 

その他事業収入 1 5f10 ,0001 500 ,000 

山 研使用料 1 1 ， 700 ， 0001 1 ， 300 ， 0001 400 ,000 

雑 収入 1 1 ， 300 ， 0001 1 ， 000 ， 0001 300 ,0001 

手u 息 1 1 ， 000 ， 00川 700 ， 0001 300 ,000 

B l その 他雑臥 | 判別 000|期 繰越 I � 11:1:1 lB:::1!1 � t tl) , .,,::: 1 
支 差 額1 1 8 ， 551 川町 8 ， 113 ， 7151 437 , 941 

前期繰越収支差額1 8 ， 551 ， 65同 8 ， 113 ， 7151 437 ,941 

合 計 13問問4礼的4 ， 7151 931 ,94 

2) 支 出の 部

勘定科目 l 予算額 H521 増減 ω大科目 i 中科目
運営管理費| B ， B94 ， OOB| 12 ， 180 ， oo。o||ム 3 ， 186 ， 000

手 当 4 ,000 ,0001 3 ,630 ,0001 370 ,000 

文 具 費 120 ,000 120 ,000 

~p 局リ 費 500 ,000 500 ,000 

交 通 費 600 ,000 100 ,000 

通 f言 費 700 ,000 650 ,000 50 ,000 

家 賃 1 01 4 ， 900 ， 0001ム ム900 ， 000

保険料 90 ， 000 1 50 ,0001 40 ,000 

営 繕費 100 ， 000 1 250 ， 000 1ム 150 ， 000

諸税会費 1 150 ,0001 150 ,000 

光熱水賛 200 ,0001 200 ,000 

電話料 300 ，0001 250 ,0001 50 ,000 

会 議 費 100 ， 000 1 ω ， 0001 50 ,000 

交際費 1 200 ,0001 150 ,0001 50 ,0001 

備品費 01 0 

振替料 140 ， 0001 140 ,000 

支部運 営 費 420 ， 0001 420 ,000 

福利厚生賛 1 90 ,0001 70 ,0001 20 ,000 

雑貨 1 300 ,0001 1ω ， 00例 1 50 ， 000

事務所管理費 1 600 ,0001 01 600 ,000 

そ の 他 管理費 384 ， 0001 01 384 ,000 

|事業費1 1 1 3 ， 515 ， 0目的 7 ， 530 ，叫ム 4 ， 0 1 5 ， 0001
出版費 1 6 ,215 ,0001 8 ， 935 ， 0001ム 2 ， 720 ， 000

図書賛 300 ,0001 300 ,000 

調査研究費 1 410 ,0001 310 ,0001 100 ,000 

指導費 620 ，0001 570 ,0001 50 ,000 

支部関係資 300 ,0001 200 ,0001 100 ,000 

海外関係諸費 450 ， 0001 410 ,0001 40 ,000 

山研 逐営費 1 2 ,020 ,0001 2 ,005 ,0001 15 ,000 

その他事業費 1 100 ,0001 500 ， 0001ム 400 ,0001 

印刷 費 600 ,0001 600 ,000 

通信費 1 2 ,000 ,0001 2 ， 700 ， 0001ム 700 ， 000

光熱水 質| 印0 ， 0001 印0 ， 000

名簿発行貸 o則| ω0 ， 0∞0州qム ω0仏， 0∞0∞0 

皇ゐ富 |同川， 6ω川0
1 f借昔入金返済支出 |同6 ， 60ω0 ， 0∞0ω0例| 川 6札， 60∞0 ， 0∞0∞0 

予 備 聖劃創 |川2 ， 0目0ω0 ， 自凹目目眠: 2丸， 目ω目ω目 ， 目ω0側E 
|予備費 1 2 ,000 ,0001 2 ,000 ,000 

次 期 繰創 I .. ~1 '7 �ll:ttl '1 tft. '7u:::1 収支差喜劇 1 4 ， 717 ， 65 61 札 184 ， 7151 1,532 , 941 
次期繰越収支差額1 4 ， 717 ， 6561 3 ， 184 ， 7151 1 ,532 ,941 

合 計 |ぉ， 826，吋札制，7151 931 ,94 

ガ

ル
ワ
l

ル
登
山
隊
は
十
月
四
日
夕
ル
コ

ッ
ト

峰
に
登
頂

八
月
に
ド
イ
ツ
山
昏
連
盟
と
の
青
年
，
交
流

登
山
の
た
め
、
ド
イ
ツ
へ
代
表
派
遣

S

機
関
紙
な
ど

の
刊
行

-

「
山
岳
」
七
O
年
号
、
七
一
・
七
二
年
ム
ロ

併
号
発
行

・
会
報
「
山
」
三
八
二
号
l

三
九
三
号
発
行

「
山
日
記
」
昭
和
五
十
三
年
版
編
集
(発

行
、
若
渓
堂
〉

「
学
生部
年
報
」
第
六
号
発
行
〈
発
売

、

若
渓
堂
)

・

「
登
山
の
技
術
」
上
、
下
巻
編
集
〈
発
行

白
水
社
)

・

「覆
刻
・

日
本
の
山
岳
名
著
」
第
二
期
を

企
画

、

編
集

7

目
的
を
同
じ
く
す
る
外
国
山
岳
会
等
と

の
情
報
交
換

-

一一
一0
ヵ
国
六
O
の
団
体
と
情
報
を
交
換
し

た
。

・

U
I
A
A

総
会
(
十月
十
二
日
l

十
五
日

メ
キ
シ
コ
市
〉に
会
員
・

吉
沢

一
郎
が
出

席
し
た
。

・

日
本
体
育
友
好
代
表
団
の
一
員
と
し
て

会

長
・
西
堀
栄
三
郎
が
中
国
を
訪
問
ハ
十
月

二
十
七
日
l

十
一
月
入
日
)
中
国
登
山
協

会
関
係
者
と
懇
談
し

、

合
同
登
山
を
提
案

し
た
。

・

ヒ

マ
ラ
ヤ
シ
グ
ラ
ブ
創
立
五
O
周
年
記
念

の
会
合
(
二
月
十
七
日
l

十
九
日
〉
に
会

長
西
堀
栄
三
郎
が
出
席
し
た
。

8

そ
の

他

・

本
会
事
務
所
・

図
書
室
購
入
の
た
め
募
金

活
動
を
実
施
し
た
。

新
ル
1

ム

を
東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五

番
四
に
鱗
入
、
一
月
二
十
九
日
に
移
転
し

た

登
山
の
指
導
奨
励
に
必
要
な
集
会
・
研

究
会
・
講
習
会
の
開
催

イ
集

会

小
集
会
(
報
告
会

、

読
習
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
〉
本
会
、
そ
の
他
二
O
回

-
ウ
エ
ス
ト

ン
祭
上
高
地
六
月
四
日

・
山
岳
図
書
を
語
る
タ
本
会
九
月

・

山
岳
史
懇
談
会
本
会
一
一
一
月

-
山
岳
図
書
交
換
会
本
会

一
O
月

・

年
次
晩
餐
会

一
一
一
月
一一日

-

来
日
外
国
登
山
家
と
の
交
歓

ロ
研
究
会

・

高
所
登
山
研
究
会

ハ

展
覧
会

-

こ
の
一
本
展

.

山
岳
絵
画
展

2

登
山
施
設
の
改
善
そ
の
他
登
山
の
た
め

の
適
切
な
事
業

・
上高
地
山
岳
研
究
所
関
所

四
月
l

一
一
月

3

山
岳
遭
難
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関
す

る
企
画
お
よ

び
指
導

・

夏
山
診
療
所
開
設
七
月

l

八
月

(
槍
ヶ
岳、
五
色
沼

、

序
品

、

三
俣
山
荘

、

白
馬
岳

、

合
戦
小
屋

、

尾
瀬
、
立
山
)

・

雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催

-

雪
氷
登
山
技
術
講
習
会
の
開
催
富
士
山

.
山
岳
ス
キ
l

講
習
会
の
開
催

4

自

然
保
護
活
動
の
推
進

-

各
所
で
の
自
然
保
護
活
動の
推
進

.

日
米
民
間
人
環
境
会
議
へ
の
参
加

5

海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
海
外
と
の
交

流
ド
イ
ツ
山
岳
連
銀
と

の
登
山
交
流
を
行
う

八
月

ラ
ト

ッ
タ
三
峰
登
山
(
青
年
懇
談
会
)

五
月
l

六
月

昭
和
五
+
三
年
度
事
業
計
画
(案
)

( 10 ) 
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込
Vト

トいい
U

もヲ=ミ

4

月
理
事
会

4

月

M
日
午
後
6

時
泊
分

本
会
ル
l

ム

マ
出
席
者

西
堀
会
長
、

望
月
、

折
井

各
副
会
長
、
宮
下
、

高
遠
、

皆
川
、

鈴
木
、

大
森
(
薫
)
、

黒
石
、

田
村
、

牧
野
内

、

嵯
峨
野
各
理
事
、

松
丸
、

小
原
、

近
藤
各
評
議
員

委
任
山

本
、
小
倉
、

中
川
、

橋

本
、

浅
田
各
理
事

マ
議
案

・

昭
和
田
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

.6. : 
コヨ" : 
務;

報;

告;

シ
エ
ラ
グ
ラ
ブ
会
員
と
の
登
山
交
流

七
月

ア
ラ
ス
カ
で
の
登
山
(
学
生
部
〉

六
月
t

七
月

6

機
関
紙
な
ど
の
刊
行

.

「
山
岳
」
七
三
年
発
行

.

会
誌
「
山
」
第
三
九
四
l

第
四
O
三
号
発

「
山
日
記
」
昭
和
五
四
年
版
編
集

「
新
選
・

覆
刻
・

日
本
の
山
岳
名
著
」
を

企
画
、
編
集

・

「
登
山
」

(
入
門
書
〉
編
集

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
」
編
集

7

国
内
お
よ
び
国

外
山
岳
団
体
と
の
連
絡

お
よ
び
情
報
交
換

・

U
I

A
A
総
会
へ
の
代
表
派
遣

・
日

・

ネ
協
会
の
事
業
に
対
す
る
協
力
(
登

山
)

-

中
国
登
山
界
と
の
交
流
の
促
進

8

そ
の
他

・

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業
を
行
、
つ

マ
報
告
事
項

・
4

月
幻
日
法
人
関
係
募
金
先
を
招
待

し
て
の
ル
i

ム
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
開

催
(
宮
下
)

・

東
海
支
部
総
会
(
4
月
幻
日
)
に
副

会
長
出
席

(
折井
)

関
西
支
部
総
会
(
4
月
ロ
日
)

宮
城
支
部
総
会

(
4
月
げ
日
)

-

早
稲
田
大
学
山
岳
部
イ
ン
ド

・

ヒ
マ

ラ
ヤ
遠
征
隊
派
遣
中
止
の
連
絡
あ
り

(
宮
下
)

1 
日 i

宋 i ル

ム
日

誌

山
研
委
員
会 (日

年
3

月
)

了
承

承
認(

高速
)

昭
和
田
年
度
収
支
決
算、
財
産
目
録

承
認
の
件
(
高
遠
)

承
認

・

昭
和
田
年
度
役
員
(
監
事
)
候
補
者

が
評
議
員
会
で
推
薦
(
望
月
)

了
承

・

立
正
大
学
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
推
薦

状
交
付
頗
に
つ
い
て

(
立
正
大
学
O
B

後
藤
)

昭
和
田
年
度
通
常
総
会
提
出
議
案
の

件
(
高
遠
)

承
認

ネ
パ
ー
ル
国
王
来
日
に
関
す
る
件

(
宮
下
)

5

月
刊
日
t

幻
日

、
山

の
絵
画
展
、

於
日
本
橋
三
越
「
ネ
パ
ー

ル
国
王
・

王
妃
来
日
記
念
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
描
く
絵

画
展
」
日
本
山
岳
会
主
催

昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十
日
発
行

間
豆
長
都
千
代
同
区
四
番
町
五
l

四

サ
ン
ピ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所
持
刈日
本

山
岳

会

発
行
者
西
堀
栄

三
郎

編
集
代
表
大
森
久
雄

電
話
東
京
(
加
〉
四
四
三
一
一
一

振
替
口
座
東
京
三
l

四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂

一
丁
目
三
番
六
号

株
式
会
社
技
報
堂
一

印
刷
所

岩
手
支
部
佐
藤
敏
彦
(
六
九
三
五
)

石
川
支
部
増
江
俊
三
(
六
三
三
四
)

福
島
支
部
中
島
正

夫
(
二
七
二
五
)

物
故
者

七
三
二
五
深
田
志
げ
こ
(
臼
・
3

・

お
)

支
部
長
交
代
の
お
知
ら
せ

理
事
会

図
書
委
員
会
婦
人
懇

談
会

海
外
連
絡
委
員
会

図
書
委
員
会
来
客

会
報
編
集
委
員
会
、

婦

人
懇
談
会
委
員
会

日
日

(水
)
一

ニ
水
会

日
日
(
木
)

山
岳
史
懇
談
会

お
日
(
木
)
婦
人
懇
談
会
研
究
会

お
日

(土
)
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

勾
日
(
火
)
自
然

保
護
委
員
会

お
日
(
水
)
マ
カ
ル

l

映
画
会

今
月
の
来
室
者
四
三
三
名

会
員
異
動

退
会
者

一
四
八
四

八
一
四
一

8

日
(
水
)

m
日
(
金
)

U
日

(
火
)

6

日
(
月
)

7

日

(火
)

2 谷
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山&又キー司事門店-買い易い

山の J吉
登山・スキー用具専門店

4圃時-北ヘ来たら

山の J吉店山
東京都文京区渇島 3 丁目 38- 9 

片桐盛之助
世間 東京(831) 1794 伍朗.

-フレッシュな

山のJ吉

の
大阪市北区梅ケ枝町101
TEL. 06(362)5736 

信用ヒ知識を売る
山の専門店

四笹店東京都新宿区三栄町三番組

TE L (351) 7432 ・ 19U

λ量洲口店東京都中央区八重洲二町五
T E L (271) 1560 ・ 8575

衝宿店新宿ステーシ ョ ンピル四珊
サービスショヲプ

T E L (352) 6 5 6 , 
日本 信 販加盟店

E ifi1 'I! 1J¥ liI t. m
z企
登山とスキー具

ø(ヨヨ噂
東京都中央区日本橋通 2-1
PHON; 271-7686 ・ 1718

山の近刊
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定
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執
筆
者
と
山
名

川

崎
精
雄

!
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前
黒
法
師

岳
/

大
山

三
峰
山

/
吉
岡
柄
山
/
節
万
ヶ
岳

/

神
座

山

/
甲

州
吉
岡
尾
山
/

水
ヶ
森

/
大
西
山

/

諏
訪
山

/

浅
間
隠
山

/

鍋
割
山

/

武
尊
山

/

御
神
楽
岳

/
明
神

岳
/

枯
木
山

/

大
博
多
山

/

天
狗
角
力
取
山

/

三
大

明

神
山

望
月
達
夫

I
l

l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l

l
l
i
-
-
-
-
I
l
l

i
-
-

山
伏

/
十
枚
山

/

御
池
山

/
道
士
山
二
十
六

夜
山

/

鶴
ヶ

鳥
屋
山

/

笹
子
雁
ヶ
腹
摺
山

/

源
次

郎
岳

/

大
鳥
山

/

秩
父
御
岳
山

/

笠
丸
山

/

大
吉
岡
山
/

岩
菅
山

/
鳥
甲
山

/

荒
沢
岳

/

額
取
山

/

西
吾
妻
山

/

蓬
田

岳
/

仏
旦
ハ山

/

鎌
倉
岳

山
田
哲
郎

矢
倉
岳

/

秋
山
二
十
六
夜
山

/

高
川
山

/

御
正
体
山

/

雨
ヶ
岳

/

五
郎
山

/
男
山

/

御
座
山

/

天
丸
山

/

根
本

山

/
十
ニ
ヶ
岳

/

白
砂
山

/

笠
ヶ
岳

/

務
ヶ
森
山

/

三

倉
山

/
皇
海
山

/

七
ヶ
岳

/
窓
明
山

/

会
津
朝

日

岳

中
西
章
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-
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i
l
i
-
-
l
l
1
1
I
l

l
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-
-
-
-
-
-
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篠
井
山

/

富
士
見
山

/
甲
東
不
老
山

/

杏
ヶ
岳

/
高
問

山

/

松
岩
山

/
黒
倦
山

/
吉
岡
田
山

/
未
丈
ケ
岳

/

土
埋

山

/

日
本
平
山

/

太
郎
助
山

/

二
岐
山

/
家
老
岳

/

錫

ヶ
岳

/

大
木
戸
山

/
大
鳥
屋
山

/

羽
賀
場
山

/
雨
巻
山

/

釈
迦
ヶ
岳

/

荒
海
山

/
博
士
山

/
大
戸
岳

/
吾
国
山

績
山
厚
夫

大
群
山

/
釈
迦
ヶ
岳

/

達
沢
山

/

黒
川

鶏
冠
山

/

有
閉

山

/

蕎
麦
粒

山

/

飛
竜

山

/

唐
松
尾
山

/

蔵
尾
山

/

+

文
字
山

/

茂
来
山

/
オ

ド

ケ
山

/
南
月
山

/

大
白
森
山

/
〆畑
在
進
出
合
凡
山
山
[

/
ノ申
力壮
昨
山
円/
Aロ
合
眉
吉
岡
山
凶

堂 ⑮10 1 …代….\VJ i; 2 - 1 電話03-29 1 - 9442 llHHl京8 - 24723 ・…ニー寄悦~. ,>+'IJfl T :-¥ 

( 12 ) 

i実若


